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遠遠隔隔教教育育にによよるるチチーームムププロロググララミミンンググ導導入入モモデデルルのの構構築築

令和６年２月９日

学校法人浦山学園

富山情報ビジネス専門学校

Agenda

１．文科省委託事業の全体像

２．事業実施の背景

３．事業の全体像

４．成果物

５．実証講座

６．事業評価
2
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１１．．文文科科省省委委託託事事業業のの全全体体像像

3

（１）専修学校における先端技術利活用実証研究

4

8



（２）専修学校遠隔教育導入モデル構築プロジェクト

5

在宅等でも、専修学校教育の質を落とすことなく提供するため、先端技
術を活⽤した遠隔教育の実践モデルを開発し、その効果を検証する。
（16プロジェクト）

分野横断型連絡調整会議を設置し、各取組の進捗管理及び連絡調整
を⾏ない、事業成果を体系的にとりまとめるとともに普及・定着⽅策を検
討、展開する。（1箇所）

事事業業内内容容

令和3年度からの3か年事業

２２．．事事業業実実施施のの背背景景

6
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7

（１）なぜ、プログラミング教育なのか？

要因 課題

外的要因
・プログラマ人材不足
・プログラミング教育の必修化

内的要因
・プログラミング教育のレベル不足
・演習授業の負担大

複合要因
・実践的インターンシップの不足
・学生と企業との接点不足

8

（２）プログラマ人材不足

2030年に最大で79万人の不足
経済産業省 ＩＴ人材需給に関する調査 より

10



9

（３）小～高等学校までのプログラミング教育の必修化

文部科学省 新学習指導要領のポイント より

早ければ2025年にプログラミング教育を受けた
学生が専門学校へ入学してくる

10

（４）専門学校でのプログラミング教育の現状

課題
・基礎から教えていて、2年間で実践レベルに到らない
・学生にレベル差があって教員の負担が大きい
・出来あがったプログラムの品質が低い

要因
・失敗できない教育環境
・個別対応できない教育環境
・プログラム品質保証への意識不足

プログラミングへの興味を失う
全体的に低いプログラミングレベル

11
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（５）産学連携課題

項目 課題

インターンシップ
・専用カリキュラム作成・実施の負担
・セキュリティ問題

連携事業 ・企業が求めるレベルへの未達

就職
・学生の実践力不足
・実力を測る環境が無い（総合力で判断）

３３．．事事業業のの全全体体像像

12
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（１）事業目標

（ａ）対面と同等な教育効果を得るだけでは無く、遠隔授業の特性を活かして

・学生のレベルに応じて楽しく学習できる環境を提供する
・企業レベルの高品質なプログラミングを実現する
・ＩＴ企業も参加できる環境を提供する
・教員が簡単に導入でき、学習状況を容易に管理できる環境を提供する
・手間のかかる演習指導の負担を下げる

（ｂ）教育環境を公開することで

・全国のＩＴ教員が利用、交流し、プログラミング教育の向上を図る
・ＩＴ企業と学生が交流し、インターンシップ、コーオプ教育の実現、就職マッチングを
実現する
・ＩＴ企業と教員が交流し、最新のＩＴ知識、情報を教育に反映する

14

（２）事業の概要

• クラウド上に無料または安価な既存サービス、アプリケーションを組み
合わせて、遠隔教育プラットフォームを構築する。

• 学生にプラットフォーム上の演習課題を取り組ませ、対面授業と同等
以上の教育効果を実現しているか、企業レベルのプログラミング能力
に達しているかを検証、評価する。

• 遠隔教育プラットフォームを全国に普及させる。

13



15

（３）遠隔教育プラットフォーム

遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

演演習習ユユニニッットト講講義義ユユニニッットト 実実習習ユユニニッットト教教員員
養養成成
ユユニニッットト

学学習習管管理理ユユニニッットト

特徴
・既存のサービス、アプリケーションを利用し、安価で使い易い
・学生、教員、ＩＴ企業がプログラミング教育を通して連携を深める
・全国の学校、ＩＴ企業が参加できる

16

（３）遠隔教育プラットフォーム

ユニット 概要 学生 教員 企業

講義
プラットフォーム、プログラミングに必
要な知識修得用の動画を提供する

○ ○

演習
教員と学生間でのプログラミング課題
の管理、演習、評価を行う

○ ○

実習
企業と学生間でのプログラミング課題
の管理、演習、評価を行う

○ ○

学習管理
講義、演習、実習ユニットの学生の学
習状況を管理する

○ ○

教員養成
プラットフォームを利用した教育に必要
な知識修得用の動画を提供する

○

14
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プラットフォームの構成

（３）遠隔教育プラットフォーム

赤枠：追加開発

ｓｌａｃｋ

ｓｌａｃｋ
アプリ

ｓｌａｃｋ
ｂｏｔ

動画

GitHub
Classroom

Gradle

Spring
Framework

プログラミング
教材

Codespaces
連連携携

LiveShareChat
GPT

（３）遠隔教育プラットフォーム

18

アプリケーション 概要 役割

slack ビジネスチャットツール • 教員－学生間のコミュニケーション

slackアプリ ｓｌａｃｋ上で動作する追加機能
• ｓｌａｃｋ初期設定の自動化
• 課題の進捗管理
• 評価の登録

slack bot メッセージの自動返答 • 定型質問の自動回答

GitHub Classroom 教育機能を持ったソフトウェア開発
プラットフォーム

• 課題管理
• 提出課題の自動採点

Gradle 自動環境作成ツール • 学生への開発環境の提供

Spring Framework Java言語開発用フレームワーク • フレームワークを使用したプログラミン
グ環境の提供

Codespaces クラウド上のプログラム開発環境 • 学生のプログラミング環境

LiveShare 共同プログラミングツール • チーム開発環境

ChatGPT 文文章章生生成成AI • 質質問問回回答答のの補補強強

各アプリケーションの役割

15
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（４）事業計画

項目 令和３年度 令和４年度 令和５年度

調査
• 専門学校プログラミング
教育調査

• プログラマ育成実態調査

講義ユニット • 開発

演習ユニット • 一次開発 • 二次開発

実習ユニット • 一次開発 • 二次開発

学習管理
ユニット

• 一次開発 • 二次開発 • 三次開発

教員養成
ユニット

• 開発

20

（５）成果の活用

参加ＩＴ企業の拡大
富山県情報産業協会加盟ＩＴ企業に参加を促す。

他学校種・社会人への展開
大学等他学校種及び社会人インターンシップでの活用をすすめる。

全国展開
全国の専門学校、ＩＴ企業に参加を促す。

参加学校、企業から会費を募り、（一社）富山県情報産業協会等の
公益団体に運営を委託する。

16



４４．．成成果果物物

21

（（１１））調調査査結結果果

⚫ 専門学校のプログラミング教育に関する状況調査

22

項目 内容

目的 遠隔教育プラットフォームの学習方法、評価方法の傾向を知る

対象
全国の職業実践専門課程の認定を受けたＩＴ系学科を設置する専
門学校

内容 プログラミング教育における学習方法や評価方法等を調査する

方法 を利用したアンケート調査

回収率 ２２．４％ （１０７校中２４校回収）

17



（（１１））調調査査結結果果

⚫ 専門学校のプログラミング教育に関する状況調査

23

⚫ 学習しているプログラミング言語は 言語が一番多い。

⚫ 多くの学校でコーディング規約やテスト仕様書を作成していない。

⚫ 既存プログラムを改変するような実践的なプログラミングは行っていない。

⚫ 企業連携における一番の課題は講師の確保である。

⚫ 遠隔教育によるプログラミングレベルの低下はあまり無い。

⚫ 遠隔教育における学生対応は、対面かメール、 の併用が多い。

⚫ 遠隔教育が実施できない一番の理由は実施環境が無い。

（（１１））調調査査結結果果

⚫ プログラマ育成に関する実態調査

24

項目 内容

目的 プログラマが備えておくべき素養と要件を明確にする

対象
全国の６地域（富山、群馬、東京、香川、高知、福岡）の専門学校
及び遠隔にてＩＴ人材育成を実施している研修業者・ 企業

内容
専門学校と企業のプログラマ育成方法やプログラム品質の評価
方法の実態およびギャップを調査する

方法 現地視察調査

調査数 専門学校：６校 研修業者：２社 企業：１１社

18



（（１１））調調査査結結果果

⚫ プログラマ育成に関する実態調査（学校調査編）

25

【学校】

⚫ 遠隔教育では学生のレベル差が顕著に出る傾向がある。

⚫ 教材等の準備に時間が掛かる。

⚫ プログラムテストをしっかりと行えていない。

⚫ フレームワークの利用は少ない。

【企業】

⚫ Java言語は主要開発言語である。
⚫ 遠隔開発においてコミュニケーションツールの利用は必須である。

⚫ プログラムテストに対する教育を強化して欲しい。

⚫ 採用に際してはコミュニケーション能力等の非認知能力を評価している。

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 環境導入

26

Google
Classroom

GitHub
Classroom

ｓｌａｃｋ学生名簿
ファイル

自動生成
実習用クラス
授業チャンネル
課題チャンネル

プログラム開発環境
名名簿簿
取取込込みみ

名名簿簿情情報報出出力力

名名簿簿
取取込込みみ

19



（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ ポータル画面

27

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 課題の提示と実施

28

ｓｌａｃｋ

GitHub
Classroom

プログラミング
教材 Codespaces

LiveShare

教教員員
学学生生

課課題題提提示示のの通通知知

課課題題のの実実施施

20



（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 学生の質疑応答

29

ｓｌａｃｋ

ｓｌａｃｋ
ｂｏｔ

動画

教教員員

学学生生

操操作作方方法法

定定型型質質問問

個個別別質質問問

回回答答

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 課題評価とフィードバック

30

ｓｌａｃｋ

GitHub
Classroom

Codespaces

教教員員
学学生生

自自動動採採点点結結果果のの連連携携

課課題題のの提提出出

フフィィーードドババッックク

進進捗捗
採採点点結結果果
確確認認

21



（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ チャットボット

31

支支援援機機能能

チャットボット

質質疑疑応応答答項項目目

文文章章生生成成ＡＡＩＩ

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ チャットボット

32

⚫ 質疑応答項目（５２件）

22



（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ チャットボット

33

⚫ 支援機能
学生が質問しやすい
選択肢を用意

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ チームプログラミング（モブプログラミング）

34

⚫ ルール

⚫ 各メンバーに役職を割り振り、時間を区切って（ターム）役職のローテーションを
行いプログラミングを実施

⚫ 役職

⚫ ドライバー：ナビゲーターの指示を受けて
プログラミングを進める。

⚫ ナビゲーター：プログラマーにプログラミング
内容の指示を出す。

⚫ サポーター：ナビゲーターがつまるところなど
適宜アドバイスする。

⚫ 記録係：各順の進捗や議論時間についての
記録を行う。

ドライ
バー

ナビ
ゲー
ター

サポー
ター

記録係

23



（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ チームプログラミング（モブプログラミング）

35

⚫ 具体的な実施方法

⚫ Live Share を用いてドライバーの作業PCの内容を全メンバーで共有、同時
操作できる状態で実施

⚫ 目指す効果

⚫ 本来の目的はレベルの高い人の指示内容をレベルの低い人が吸収するこ
とで全体のレベルアップを図る

⚫ レベル差のあるメンバーが強制的にグループワークに参加させられることに
より、グループワークにおける能力を測定することができる

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ チームプログラミング（モブプログラミング）

36

⚫ メンバー評価方法
ターム毎に活躍した学生をチーム内で選出して、フォームで回答する。

24



（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 教員側の課題提示（SLACK）

37

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 教員側の課題提示（SLACK）

38

25



（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 学生側の課題実施（Codesapces、LiveShare）

39

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 学生側の課題実施（Codesapces、LiveShare）

40
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（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 学生側の課題実施（Codesapces、LiveShare）

41

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 学生側の課題提出（Codesapces）

42
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（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 教員側の課題確認（GithubClassRoom）

43

（（２２））遠遠隔隔教教育育ププララッットトフフォォーームム

⚫ 教員側の課題確認（GithubClassRoom）

44
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（（３３））ププロロググララミミンンググ教教材材

⚫ 令和3年度開発教材

45

既存のWebページをフレームワークを使用してプログラミングする
課題 内容

１ 表示文言を変更

２ ＧＥＴパラメータの取得

３ 画面デザイン（Bootstrap使用）の変更
４ バリデーション

５ フォームの制御

６ エンティティの追加

７ サービスクラスの作成

８ データベースの利用

（（３３））ププロロググララミミンンググ教教材材

⚫ 令和3年度開発教材

46

⚫ 画面に新しい入力フォームを追加する（レベル１）

29



（（３３））ププロロググララミミンンググ教教材材

⚫ 令和４年度開発教材

47

Level０
プログラム

Level １
プログラム

Level ２
プログラム

Level ３
プログラム

Level ４
プログラム

機能追加課題

機能追加課題

機能追加課題

機能追加課題

⚫ スパイラル開発型の教材の追加

⚫ 学生用授業管理ポータル

（（３３））ププロロググララミミンンググ教教材材

⚫ 令和４年度開発教材

48

レベル 内容

ユーザー名の表示

今日の天気の表示

時刻別の挨拶表示

本日の運勢占い

本日の授業表示

学習成果用テーブル追加

学習成果表示

学習成果登録

学習成果変更

学習成果削除

学生成果ポータル表示

リスト機能作成
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（（３３））ププロロググララミミンンググ教教材材

⚫ 令和４年度開発教材

49

（（４４））学学生生自自習習教教材材

⚫ 解説動画＆テスト

50

⚫ チームプログラミング

⚫ ＭＶＣモデル

⚫ テスト設計
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（（４４））教教員員用用教教材材

⚫ プラットフォーム導入説明書＆利用解説動画

51

５５．．実実証証講講座座

52

32



遠遠隔隔・・対対面面比比較較

53

形式 対象 完了状況 品質
課題１

（レベル１）
課題２

（レベル１）
課題３

（レベル２）
課題４

（レベル２）

遠隔 23名

課題完了
バグ無 ２０ １８ １２ １０

バグ有再提出 ０ ０ ０ １

課題未完了
バグ有 ０ １ １ ０

未提出 ２ ３ ９ １１

課題未着手 １ １ １ １

対面 22名
課題完了

バグ無 ２１ １９ ８ ０

バグ有再提出 ０ ０ ０ ０

課題未完了
バグ有 ０ ０ ０ ０

未提出 １ ３ １４ ２２

対面は環境作成に時間が掛かり、課題３、４の実施時間を十分に取れなかった。

遠遠隔隔・・対対面面比比較較

54

【遠隔】

⚫ 実証前に全員がslack、Github、フレームワークを使用したことが無かった
⚫ フレームワークについて57.1%の学生が理解、使用することができた
⚫ Githubについて81%の学生が理解、使用することができた
⚫ slackについて66.7%の学生が理解、使用することができた
⚫ 好きな時間に行うことの良さを上げる意見が多かった（平均10時間半）
⚫ 質問をし易いという学生としづらいという意見があった

⚫ 企業で使っているツールを使えたことが良かったという意見があった

⚫ ツール理解に時間が掛かったという意見があった
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遠遠隔隔・・対対面面比比較較

55

【対面】

⚫ 実証前に全員がフレームワークを使用したことが無かった

⚫ フレームワークについて77.8%の学生が理解、使用することができた
⚫ フレームワークが使い易いという意見があった

⚫ 環境設定に時間が掛かりすぎるという意見があった

遠遠隔隔拡拡大大

56

学校 対象 実施時間
プラットフォーム

理解度
課題進捗

授業時間
内実施

教員対応

A校 ２６名 18.4時間 ５３％ ４６％ 有り 開始、終了時の声掛け

B校 １６名 6.1時間 ４０％ ４７％ 無し 事前に動機付け

C校 ４４名 6.2時間 ３３％ ３４％ 有り 特に介入無し

教育PFと演習課題を取り組ませる上で、学習時の環境が影響
→学生への動機付けや声掛けと、取り組みやすい環境を用意する必要がある
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学学生生自自習習教教材材

57

学校名 形式
平均点（受験者数）

MVCモデル テスト設計 モブプロ

D校
対面 68点（18名） 66点（18名） 77点（19名）
遠隔 80点（20名） 82点（20名） 80点（20名）

E校 遠隔 82点（24名） 71点（24名） 75点（22名）
F校 遠隔 68点（16名） 73点（15名） 67点（21名）
G校 遠隔 74点（33名） 83点（36名） 76点（35名）
全体 75点（111名） 76点（113名） 74点（117名）

チチャャッットトボボッットト

58

学校名 全体回数 有効質問回数

D校 ０ ０

E校 ０ ０

F校 ４ ３

G校 １４ １０

合計 １８ １３

D校とE校ではチャットボット利用を案内しなかった
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ププララッットトフフォォーームム導導入入利利用用

59

学校名
プラットフォー
ム導入のし易
さについて

フレームワー
クを使用する
ことについて

モブプロを使
用することに
ついて

チーム評価に
メンバ相互評
価を使用する
ことについて

プラットフォー
ムの運用のし
易さについて

授業での利用
について

E校 ２ ３ ３ ４ ２ ２
F校 ３ ５ ４ ４ ２ ２
G校 ２ ３ ４ ５ ４ ５
平均 ２．３ ３．７ ３．７ ４．３ ２．７ ３．０

スケール：１（低評価）・・・・・・・５（高評価）

ププララッットトフフォォーームム導導入入利利用用

60

項目 意見

導入
• 手順書を準備前に欲しかった。
• github、slackを初めて使用するにはハードルが高い。

フレームワー
ク・モブプロ

• モブプログラミングの交代タイミングが５分だと短い

• モブプログラミングは孤独になりやすい遠隔授業で、双方向のコミュニケーショ
ンを促進する手法としては良い

チーム評価 • 最低限の評価項目でかつ、お互いの評価ができるため良かった。

運用・授業利用
• Liveshareは重たく操作が分かりづらく感じる学生が多かった。
• 楽しそうに作業をしている学生をみていると、どこかの授業で活用したい
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企企業業実実習習

61

学校
名

企業名 形式 参加学生 完了課題数
平均

実施ターム数
平均

順調度平均
（ 不調・・・ 順調）

メンバ
参加度
平均

D校 W社
対面 1年 24名 5チーム

遠隔 1年 25名 5チーム

E校 X社 遠隔 2年 28名 7チーム

F校 Y社 遠隔 1年 28名 7チーム

G校 Z社 遠隔 1年 33名 8チーム

全体平均

E校はチーム評価報告が漏れていた可能性がある

企企業業実実習習

62

形式
プログラム品

質
開発スピード 質疑応答環境

学生の能力把
握

意見

対面 〇 〇 〇 どれくらい作業に時間をかけ
ているかわからないため、開
発スピードの差は分かりづら
い。遠隔 〇 〇
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企企業業実実習習

63

企業名
課題準備のし
易さについて

フレームワー
クを使用する
ことについて

モブプロを使
用することに
ついて

チーム評価に
メンバ相互評
価を使用する
ことについて

プラットフォー
ムの運用のし
易さについて

インターンシッ
プでの利用に
ついて

W社 ２ ５ ３ ４ １ ３
X社 ２ ５ ４ ５ ４ ４
Y社 ３ ５ ３ ３ ４ ３
Z社 ３ ５ ３ ２ ２ １
平均 ２．５ ５．０ ３．３ ３．５ ２．８ ２．８

スケール：１（低評価）・・・・・・・５（高評価）

企企業業実実習習

64

項目 意見

課題準備・フ
レームワーク・
モブプロ

• モブプログラミングの一人あたりの時間がもう少し長い方が良い。
• フレームワークを使わない開発はないので、利用したほうが良い。
• モブプログラミングは、自立・自走の形で進み、チームワークが身に付く。

チーム評価
• チーム内でどれだけ議論できたかを評価できると良い。
• プロセス面、チームワーク、コミュニケーションなども表する方法があれば良い。

運用・インター
ンシップ利用

• Githubの運用は良かった
• 環境面の準備に難しさを感じた。

• 成果物しか見れず、過程が分かりづらい。インターンシップ後の採用の評価に
繋がりにくい。

• クラウドサービスは、どんどんインターフェイスが変わるので、準備するほど、メ
ンテナンスも大変になる。

• インターンシップは、短期間の就労体験なので、企業が学生のことを知ったり、
学生が企業のことを知る・体験するには、このプラットフォームだけでは難しい
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６６．．事事業業評評価価

65

達達成成すすべべきき事事業業目目標標

① 遠隔授業が対面と同等の教育効果を得ることができる

② 学生のレベルに合う学習、かつ、学生が楽しく学習できる

③ 企業レベルの品質を実現するプログラミング能力を育成できる

④ 教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運用できる

⑤ 教員の演習指導の負担軽減

⑥ IT企業と学生が交流し、インターンシップ利用、コーオプ教育、就職マ
ッチングに利用できる

⑦ 全国のIT教員間、及びIT企業が交流し、プログラミング教育向上を目
指すプラットフォームとする

66
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達達成成状状況況

項番 目標 評価

① 遠隔授業が対面と同等の教育効果を得ることができる 〇

② 学生のレベルに合う学習、かつ、学生が楽しく学習できる 〇

③ 企業レベルの品質を実現するプログラミング能力を育成できる △

④ 教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運用できる △

⑤ 教員の演習指導の負担軽減 △

⑥
IT企業と学生が交流し、インターンシップ利用、コーオプ教育、就職
マッチングに利用できる

△

⑦
全国のIT教員間、及びIT企業が交流し、プログラミング教育向上を目
指すプラットフォームとする

△

67

目目標標別別達達成成状状況況

68

項番 目標 評価

① 遠隔授業が対面と同等の教育効果を得ることができる 〇

成果 課題

• 学生は遠隔教育プラットフォームを問
題なく使用できた

• 遠隔は対面以上のプログラミング成果
を出した

• 特になし
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目目標標別別達達成成状状況況

69

項番 目標 評価

② 学生のレベルに合う学習、かつ、学生が楽しく学習できる 〇

成果 課題

• 学生のレベルに対応した、簡単なレベ
ルから難しいレベルへのスパイラル形
式の教材を開発した

• チームで１つのプログラムを作成する
モブプログラミングは学生のコミュニ
ケーションを促し、楽しく学習する環境
を提供した

• モブプログラミングで使用した
LiveShareはネットワーク環境に影響
される

目目標標別別達達成成状状況況

70

項番 目標 評価

③ 企業レベルの品質を実現するプログラミング能力を育成できる △

成果 課題

• 企業で実際に使用されている各種
ツール及びフレームワークを利用した
プログラミングは十分企業レベルに達
している

• MVCモデルを用いたプログラムは実
践的である

• 教材内容もIT企業社員1年目のレベル
に対応している

• 品質テストは企業レベルに達しなかっ
た
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目目標標別別達達成成状状況況

71

項番 目標 評価

④ 教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運用できる △

成果 課題

• 教員は問題無く遠隔教育プラット
フォームを使用して、遠隔授業を実施
した

• 導入マニュアル、導入理解動画が実
証講座に間に合わなく、簡単な導入が
実現しなかった

• ツール無料利用の関係で、プラット
フォームを各校で構築してもらうことに
なり、導入に手間取った

目目標標別別達達成成状状況況

72

項番 目標 評価

⑤ 教員の演習指導の負担軽減 △

成果 課題

• 学生からよく出る質問を約50件チャッ
トボットに登録した

• 学生がチャットボットを使用する際の質
問作成支援機能をサポートした

• AI機能を補完するため、ChatGPTと連
携した

• 実証講座ではチャットボットの利用数
が伸びなかった
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目目標標別別達達成成状状況況

73

項番 目標 評価

⑥
IT企業と学生が交流し、インターンシップ利用、コーオプ教育、就職
マッチングに利用できる

△

成果 課題

• IT企業と学生が遠隔でプログラミング
実習を行うことができた

• 就職用ポートフォリオ機能をサポートし
た

• チーム評価機能では学生の人間性ま
では把握できない

• インターンシップとしては不十分であっ
た

目目標標別別達達成成状状況況

74

項番 目標 評価

⑦
全国のIT教員間、及びIT企業が交流し、プログラミング教育向上を目
指すプラットフォームとする

△

成果 課題

• プラットフォーム導入に前向きな学校
があった

• 今後のプラットフォームの運用方法が
未定である
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終終わわりりにに

⚫ 遠隔による実践的なプログラミング教育は目標を達成した。

⚫ チーム開発に利用したモブプログラミングは、意識の共有、レベル格差
の吸収、モチベーションの維持による楽しさという面で、教育に有効で
あった。

⚫ IT企業で行われるプログラミングは、位置づけも含めて変わっていく。
プラットフォームも状況に応じて柔軟に変更していく必要がある。

⚫ プラットフォーム自体は、構成要素が誰でも使用できるアプリケーショ
ンあることから、多くの学校、企業で利用してもらうことにより、機能進
化が期待できる。

75

ご清聴ありがとうございました。

76

実習ユニット
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実習ユニット
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チチーームムワワーークク評評価価機機能能のの追追加加

概概要要機機能能
• チーム開発としてモブプログラミングを実施した際に、学生同士で評価を

行うためのアンケートを作成

– アンケートは を利用して作成

– アンケートの結果の収集機能を用いて結果の管理を行う

• モブプログラミングの際、各チームごとにアンケートを回答させ学生の行

動や振る舞いを評価するための情報の収集を行う

– 評価アンケート

（

）
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品質評価機能の追加

機能概要
Githubの機能を利⽤して提出されたプログラムに対して⾃動テストを⾏い、任意の動作ができている
かで品質の評価を⾏う
⾃動テストは、学⽣がGithubに課題のソースをpushすることで実施される

⾃動テストの処理概要
⾃動テストはGithubの機能であるGithub Actionsのワークフローを使⽤
ソースがpushされたタイミングでGradleが実⾏され、⾃動テストが実施される

⾃動テスト時に必要なファイル構成と各ファイルについて
⾃動テストの実施に必要なファイルを作成

以下では、実証実験の際に⽤いた課題1を例に説明を⾏う

⾃動テストに関連するファイル

⾃動テストで実施されるテストコード (※1)
submission.yml (※2)
build.gradle (※3)

⾃動テスト時のファイル構成

``` 
practice-step1-main 
│  .dockerignore 
│  .editorconfig 
│  .gitignore 
│  build.gradle (※3) 
│  gradlew 
│  gradlew.bat 
│  README.md 
│  settings.gradle 
│ 
├─.devcontainer 
│      devcontainer.json 
│      Dockerfile 
│ 
├─.github 
│  └─workflows 
│          submission.yml (※2) 
│ 
├─.vscode 
│      launch.json 
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│      settings.json 
│      tasks.json 
│ 
├─gradle 
│  └─wrapper 
│          gradle-wrapper.jar 
│          gradle-wrapper.properties 
│ 
├─images 
│      1.png 
│      10.png 
│      2.png 
│      3.png 
│      4.png 
│      5.png 
│      6.png 
│      8_1.png 
│      8_2.png 
│      9.png 
│ 
├─src 
│  ├─main 
│  │  ├─java 
│  │  │  └─com 
│  │  │      └─classroom 
│  │  │          └─assignment 
│  │  │              │  AssignmentApplication.java 
│  │  │              │  ServletInitializer.java 
│  │  │              │ 
│  │  │              ├─controller 
│  │  │              │      IndexController.java 
│  │  │              │      Step1Controller.java 
│  │  │              │ 
│  │  │              ├─model 
│  │  │              │  └─request 
│  │  │              │          .gitkeep 
│  │  │              │ 
│  │  │              └─util 
│  │  │                      .gitkeep 
│  │  │ 
│  │  └─resources 
│  │      │  application.properties 
│  │      │ 
│  │      ├─static 
│  │      │  ├─css 
│  │      │  │      styles.css 
│  │      │  │ 
│  │      │  └─favicon 
│  │      │          favicon.ico 
│  │      │ 
│  │      └─templates 
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│  │          │  index.html 
│  │          │ 
│  │          └─step1 
│  │                  index.html 
│  │ 
│  └─test (※1) 
│      └─java 
│          └─com 
│              └─classroom 
│                  └─assignment 
│                      │  AssignmentApplicationTests.java 
│                      │ 
│                      └─controller 
│                          └─api 
│                                  Step1ControllerTests.java 
│ 
└─styles 
        checkstyle.xml 
        eclipse-java-google-style.xml 
``` 

各ファイルの概要

実⾏されるテストコード

Step1ControllerTests.java(上記ファイル構成内の※1 配下にあるファイル)

package com.classroom.assignment.controller.api; 
 
import static org.assertj.core.api.Assertions.assertThat; 
import static org.hamcrest.CoreMatchers.containsString; 
import static 
org.springframework.test.web.servlet.request.MockMvcRequestBuilders.get
; 
import static 
org.springframework.test.web.servlet.result.MockMvcResultHandlers.print
; 
import static 
org.springframework.test.web.servlet.result.MockMvcResultMatchers.conte
nt; 
import static 
org.springframework.test.web.servlet.result.MockMvcResultMatchers.statu
s; 
import com.classroom.assignment.controller.IndexController; 
import org.junit.jupiter.api.Test; 
import org.springframework.beans.factory.annotation.Autowired; 
import 
org.springframework.boot.test.autoconfigure.web.servlet.AutoConfigureMo
ckMvc; 
import org.springframework.boot.test.context.SpringBootTest; 
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import org.springframework.test.web.servlet.MockMvc; 
 
@SpringBootTest 
@AutoConfigureMockMvc 
class Step1ControllerTests { 
 
  @Autowired 
  private MockMvc mockMvc; 
  @Autowired 
  private IndexController controller; 
 
  @Test 
  void contextLoads() { 
    // given 
    // when 
    // then 
    assertThat(controller).isNotNull(); 
  } 
 
  @Test 
  public void shouldReturnDefaultMessage() throws Exception { 
    // given 
    // when 
    // then 
    
this.mockMvc.perform(get("/step1")).andDo(print()).andExpect(status().i
sOk()) 
        .andExpect(content().string(containsString("hello world"))); 
  } 
 
} 

submission.yml

github actionsのワークフローで処理される内容を定義するファイル (上記ファイル構成内の※2)

gituhubへのpushをトリガーにGradle(後述のbuild.gradleで設定した内容)が実⾏される

Gradleの実⾏後にテスト結果をスプレッドシートに連携される

name: Submission CI 
on: 
  push: 
    branches: [main, master] 
jobs: 
  build-with-upload-artifact: 
    runs-on: ubuntu-latest 
    steps: 
      - uses: actions/checkout@v2 
      - name: Set up JDK 11 
        uses: actions/setup-java@v2 
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        with: 
          java-version: 11 
          distribution: 'adopt' 
          cache: gradle 
      - name: Build with Gradle 
        run: | 
          chmod +x ./gradlew 
          ./gradlew build --scan --no-daemon 
      - name: Archive test report 
        uses: actions/upload-artifact@v2 
        if: always() 
        with: 
          name: Test report 
          path: build/reports/tests/test 
      - name: Report send 
        if: always() 
        run: | 
          curl https://aspire-u.herokuapp.com/github/exam -X POST -H 
'Content-Type: application/json' -d '{"repo":"${{ 
github.event.repository.name }}", "sha":"${{ github.sha }}", 
"username":"${{ github.event.pusher.name }}", "name":"${{ 
github.event.pusher.username }}", "sheetid":"${{ vars.LESSON_SHEET_ID 
}}" }' 

build.gradle

gradleの実⾏時に処理される内容を設定するファイル (上記ファイル構成内の※3)

test内のuseJUnitPlatformを指定することで、junitによるテストを実施する

plugins { 
  id 'org.springframework.boot' version '2.6.0-SNAPSHOT' 
  id 'io.spring.dependency-management' version '1.0.11.RELEASE' 
  id 'java' 
  id 'war' 
} 
 
group = 'com.classroom' 
version = '0.0.1-SNAPSHOT' 
sourceCompatibility = '11' 
 
tasks.withType(JavaCompile) { 
  options.encoding = 'UTF-8' 
} 
 
repositories { 
  mavenCentral() 
  maven { url 'https://repo.spring.io/milestone' } 
  maven { url 'https://repo.spring.io/snapshot' } 
} 
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dependencies { 
  // 
https://mvnrepository.com/artifact/org.springframework.boot/spring-
boot-starter-web 
  implementation 'org.springframework.boot:spring-boot-starter-
web:2.5.6' 
  // 
https://mvnrepository.com/artifact/org.springframework.boot/spring-
boot-starter-thymeleaf 
  implementation 'org.springframework.boot:spring-boot-starter-
thymeleaf:2.5.6' 
  // 
https://mvnrepository.com/artifact/org.springframework.boot/spring-
boot-devtools 
  implementation 'org.springframework.boot:spring-boot-devtools:2.5.6' 
  // 
https://mvnrepository.com/artifact/org.springframework.boot/spring-
boot-starter-tomcat 
  implementation 'org.springframework.boot:spring-boot-starter-
tomcat:2.5.6' 
  // 
https://mvnrepository.com/artifact/org.springframework.boot/spring-
boot-starter-test 
  testImplementation 'org.springframework.boot:spring-boot-starter-
test:2.5.6' 
} 
 
test { 
  useJUnitPlatform() 
} 

⾃動テスト時の処理フローについて
⾃動テストが実施される際の処理フローは以下

1. 学⽣が課題のソースをgithubにpush

2. pushされたタイミングでsubmission.ymlに記載された内容が実⾏

3. submission.yml内で定義されているgradleが実⾏

4. gradleでビルドとテストを実⾏

5. Junitが⾛り、Step1ControllerTests.javaが実⾏
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学習管理ユニット
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チャットボット ＆

質問 回答

アノテーションとは何ですか アノテーションとは、 で使われる

メタデータの一種で、クラス、メソッ

ド、変数などの宣言に対して付けられ

る特別なマークです。 で

は、ビジネスロジックや設定などを簡

潔に記述するために広く使われます。

リクエストとはどんなものですか リクエストとは、 サーバーに

情報を要求する リクエストの一

種で、特定のリソースを取得するため

に使用されます。 の末尾にクエリ

パラメータを付けてデータを送ること

ができます。

属性名とは何ですか 属性名とは、オブジェクトやクラス内

のデータ項目を指す名前です。 や

で言うと、クラス内の変数

名などがこれに当たります。

クラスとは何ですか クラスとは、ビジネスロジック

を処理するためのクラスです。コント

ローラーからビジネスロジックを分離

し、再利用性とメンテナンス性を高め

るために使用されます。

参考の「 」にある

のコ

ードは何をしているのですか

指定された クエリを実行し、結果

を つの行のマップ（

）として取得しています。

もし、曜日と時限で絞り込みたいとき

はどうするのですか

の条件に （時限）を加える

必要があります。

はなんですか。

と何が違うのですか。

は、特定の リク

エスト（ 、 など）を のメ

ソッドにマッピングするためのアノテ

ーションです。 は、

の一種で、 リクエ

スト専用に簡略化されたものです。
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チャットボット ＆

質問 回答

コントローラーのメソッドにある

は何ですか。これは必ず書けばいいの

ですか。

コントローラーのメソッドにある

は、ビューにデータを渡すためのオブ

ジェクトです。必ずしも必要ではあり

ませんが、ビューにデータを表示する

必要がある場合に使用します。

日付でも絞り込みはできますか。 日付を で管理していないため、でき

ません。

クラス、 クラス、 ク

ラス、 クラスなどの意味が分か

りません。

クラスはデータベースのテーブル

を表すクラス、 クラスはビュー

に表示するデータを保持するクラス、

クラスはデータベースアクセスを

行うクラス、 クラスはビジネス

ロジックを扱います。

プログラムに は つあればいいの

ですか。

プログラムに は必要に応じて複数

存在することがあります。一つの

が一つのテーブルやエンティティに対

応することが多いです。

コントローラーのメソッドの引数には

必ず をいれれば良いのですか。

コントローラーのメソッドの引数に

を入れるかどうかは、そのメソ

ッドがビューにデータを渡す必要があ

るかどうかによります。必ずしも必要

ではありません。

コントローラのメソッドの には

なぜ”archievement/“がつくのですか。
コントローラのメソッドの

に”achievement/“がつくのは、ビューの
パスを指定しているためです。これは

ビューテンプレートへの相対パスや名

前を示します。

メソッドのパスはどうやって決まりま

すか。

メソッドのパスは、 や

などのアノテーションに指

定されたパスによって決まります。こ

れにより、特定の が特定のメソッ

ドにマッピングされます。

60



チャットボット ＆

質問 回答

クラスは何をしているのです

か。何のためのクラスかわかりませ

ん。

クラスはビジネスロジックを処

理し、コントローラとデータアクセス

オブジェクト（ ）の間で中間処理を

行います。主に、再利用可能なビジネ

スロジックの実装や、複雑な処理のカ

プセル化に使われます。

が余りよく分かりません。ま

た、どんなときに使うのですか。

は、依存関係を自動的に注入

するためのアノテーションです。これ

を使うことで、開発者は依存オブジェ

クトの作成や管理を フレームワ

ークに委ねることができます。

を使うクラスの注入と、普通のイン

スタンスの生成とどう違うのですか。

（依存性注入）を使うクラスの注入

は、クラスのインスタンスを外部から

受け取ります。これに対して、普通の

インスタンスの生成は、クラス内部で

キーワードを使って行います。

を使うと、コードの柔軟性とテストの

しやすさが向上します。

を使わなかったらどうなるのです

か。

を使わなかった場合、クラス間の結

合度が高くなり、コードの変更やテス

トが難しくなります。また、コードの

再利用性やメンテナンス性が低下する

可能性があります。

どんなときにクラスの注入が必要なん

ですか。

クラスの注入が必要なのは、依存関係

を外部から提供し、クラス間の結合を

緩和し、コードの再利用性とテストの

しやすさを向上させる場合です。

＠ というのがあるのです

が、これは何ですか。

は、データアクセスオブジ

ェクト（ ）クラスに付けられるアノ

テーションで、データベースとのイン

タラクションを容易にし、例外変換を

自動化する役割を持ちます。

チャットボット ＆

質問 回答

コントローラーのメソッドにある

は何ですか。これは必ず書けばいいの

ですか。

コントローラーのメソッドにある

は、ビューにデータを渡すためのオブ

ジェクトです。必ずしも必要ではあり

ませんが、ビューにデータを表示する

必要がある場合に使用します。

日付でも絞り込みはできますか。 日付を で管理していないため、でき

ません。

クラス、 クラス、 ク

ラス、 クラスなどの意味が分か

りません。

クラスはデータベースのテーブル

を表すクラス、 クラスはビュー

に表示するデータを保持するクラス、

クラスはデータベースアクセスを

行うクラス、 クラスはビジネス

ロジックを扱います。

プログラムに は つあればいいの

ですか。

プログラムに は必要に応じて複数

存在することがあります。一つの

が一つのテーブルやエンティティに対

応することが多いです。

コントローラーのメソッドの引数には

必ず をいれれば良いのですか。

コントローラーのメソッドの引数に

を入れるかどうかは、そのメソ

ッドがビューにデータを渡す必要があ

るかどうかによります。必ずしも必要

ではありません。

コントローラのメソッドの には

なぜ”archievement/“がつくのですか。
コントローラのメソッドの

に”achievement/“がつくのは、ビューの
パスを指定しているためです。これは

ビューテンプレートへの相対パスや名

前を示します。

メソッドのパスはどうやって決まりま

すか。

メソッドのパスは、 や

などのアノテーションに指

定されたパスによって決まります。こ

れにより、特定の が特定のメソッ

ドにマッピングされます。
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チャットボット ＆

質問 回答

と とは何が違うん

ですか。

はデータベースへのアクセス

を担うクラスで、 操作などを行い

ます。 はビジネスロジック

を担うクラスで、 を使用してデー

タを処理します。

クラスと クラスの違いがわ

かりません。

クラスはデータベースのテーブル

に対応するオブジェクトを表し、

クラスはユーザー入力を表すオブジェ

クトです。用途と扱うデータの種類が

異なります。

には引数のあるコンストラ

クタがあるのですが、

クラスには必要ない

のですか。

に引数のあるコンストラク

タがある場合、特定の初期化が必要と

されていることを示します。

クラスにそれが不要

な場合は、引数なしのコンストラクタ

を使用できます。

クラスのコンストラクタの引数は

何で決まるのですか。どんなときに引

数がいるのかわかりません。

クラスのコンストラクタの引数

は、そのフォームが受け取るべきデー

タによって決まります。必要なデータ

が多いほど、引数も増える傾向にあり

ます。

コントローラーのメソッドの引数が、

どんなときに何が必要なのかわかりま

せん。

コントローラーのメソッドの引数は、

そのメソッドが処理するリクエストの

内容と、ビューに渡すモデルのデータ

によって異なります。

＠ はどんなときに必要で

すか。

は、リクエストパラメ

ータをオブジェクトにバインドしてコ

ントローラのメソッドに渡すときや、

特定のモデル属性をビューに渡すとき

に使用されます。

＠ はどんなときに使います

か。

は、 の一部をメソッ

ドのパラメータとして抽出して使用す

る場合に使います。動的な に対応

する際に便利です。
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チャットボット ＆

質問 回答

リダイレクトとそうでないのとどう違

うのですか。どんなときリダイレクト

を使うのですか。

リダイレクトは、特定の にブラウ

ザを送ることで、新しいリクエストを

生成します。リダイレクトは、フォー

ム送信後など、二重送信を防ぐため

や、特定の操作後にユーザーを別ペー

ジに導く場合に使用されます。

入力のエラーがあったときの処理に

「 」と

書くのになっていますが、これはどん

な意味ですか。 とは何ですか。

’throw new NotInsertException();’は、カ
スタム例外を発生させるためのコード

で、入力のエラーがあった場合に特定

の例外処理を行うことを意味しま

す。’throw’は例外を発生させるキーワ
ードです。

と の違いがわ

かりません。

は リクエストを処理す

るためのアノテーションで、主にデー

タを読み取る際に使用されます。

は リクエストを処理

し、データの作成や更新に使用されま

す。

どんなときに でどんなとき

に になるのですか。

は主にデータを読み取ると

き、例えばユーザーからの入力を必要

としないページ表示やデータの検索に

使用されます。 はユーザー

からの入力を受け取り、それを処理す

る際に使用されます。

に の記述がある場合とな

い場合とどう違うのですか。

に がある場合は、特定の

パスやパラメータを指定している

ことを意味します。ない場合は、デフ

ォルトの （メソッド名に基づく）

を使用します。

データベースにテーブルがいくつもあ

るときは、 はどのように作るので

すか。

データベースに複数のテーブルがある

場合、それぞれのテーブルに対応する

クラスを作成します。各

はテーブルの構造を反映したプロパテ

ィを持ちます。

チャットボット ＆

質問 回答

と とは何が違うん

ですか。

はデータベースへのアクセス

を担うクラスで、 操作などを行い

ます。 はビジネスロジック

を担うクラスで、 を使用してデー

タを処理します。

クラスと クラスの違いがわ

かりません。

クラスはデータベースのテーブル

に対応するオブジェクトを表し、

クラスはユーザー入力を表すオブジェ

クトです。用途と扱うデータの種類が

異なります。

には引数のあるコンストラ

クタがあるのですが、

クラスには必要ない

のですか。

に引数のあるコンストラク

タがある場合、特定の初期化が必要と

されていることを示します。

クラスにそれが不要

な場合は、引数なしのコンストラクタ

を使用できます。

クラスのコンストラクタの引数は

何で決まるのですか。どんなときに引

数がいるのかわかりません。

クラスのコンストラクタの引数

は、そのフォームが受け取るべきデー

タによって決まります。必要なデータ

が多いほど、引数も増える傾向にあり

ます。

コントローラーのメソッドの引数が、

どんなときに何が必要なのかわかりま

せん。

コントローラーのメソッドの引数は、

そのメソッドが処理するリクエストの

内容と、ビューに渡すモデルのデータ

によって異なります。

＠ はどんなときに必要で

すか。

は、リクエストパラメ

ータをオブジェクトにバインドしてコ

ントローラのメソッドに渡すときや、

特定のモデル属性をビューに渡すとき

に使用されます。

＠ はどんなときに使います

か。

は、 の一部をメソッ

ドのパラメータとして抽出して使用す

る場合に使います。動的な に対応

する際に便利です。
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チャットボット ＆

質問 回答

に記述する項目はどうやって決め

るのですか。

に記述する項目は、対応するデー

タベーステーブルのカラムに基づいて

決めます。各項目はテーブルのカラム

を表すプロパティとしてクラスに含ま

れます。

に は要りませんが、 に

は があってもいいのですか。

操作では が不要な場合が多い

ですが、 クラスには を持つこ

とが一般的です。これはデータベース

のレコードを一意に識別するために使

用されます。

と クラスの項目は同じにす

れば良いのですか。

クラスと クラスの項目は必

ずしも同じである必要はありません。

はデータベースの構造を、

はユーザー入力の構造を反映します。

クラスの項目はどうやって決める

のですか。

クラスの項目は、そのフォームで

ユーザーに入力してもらいたい情報に

基づいて決めます。必要な入力項目を

プロパティとしてクラスに含めます。

画面の項目が少しでも変わると ク

ラスも作成しなくてはならないのです

か。

画面の項目が変わると クラスも変

更する必要があります。ただし、小さ

な変更の場合は既存の クラスを修

正するだけで対応できることもありま

す。

画面にない項目が クラスにあって

もいいのですか。

画面にない項目が クラスにある場

合があります。これは、隠しフィール

ドや、サーバー側で生成される値な

ど、ユーザーから直接入力されないデ

ータを扱うためです。

画面で入力した内容を、確認用の画面

に表示したいときはどうやるのです

か。

画面で入力した内容を確認画面に表示

するには、一般には入力値をサーバー

に送信し、それを再度クライアントに

渡して表示します。 などのテ

ンプレートエンジンを使用すると便利

です。
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チャットボット ＆

質問 回答

クラスとか クラスは つあ

れば良いのですか。

クラスと クラスは、必要に

応じて複数作成します。通常、アプリ

ケーション内の異なるデータ構造やビ

ジネスロジックごとに別々のクラスが

必要になります。

同じ をとるのに、＠ と

＠ があるのはなぜです

か。どう違うのですか。

は の一部をメソッ

ドのパラメータとして使用するために

使い、主に な 構造で使用

されます。 はクエリパ

ラメータをメソッドのパラメータとし

て使用するために使います。

演習問題の で、「チェックボタン

の値を保持する」の意味とやり方が分

かりません。

どのチェックボックスにチェックが入

ったかを確認するためにチェックされ

たレコードの を取得してそれを保持

する必要があります。その をサービ

ス側に受け渡すことで任意のレコード

に対して処理を行うことができます。

やり方についてですが、
https://output-zakki.com/spring-
radio-checkbox/の内容を参考にしてみ
てください。

チェックボックスは です

か ですか。パスはどのよう

に書けば良いですか。

仕様を満たすことができれば、どちら

を使わないといけないという制約はあ

りません。チェックボックスのデータ

を処理するためには、通常、

を使用されることが多いで

す。パスはフォームのデータを処理す

るコントローラのメソッドに対応する

ものを設定します。

に書く 文は、どんな 文でも

大丈夫ですか。

に書く 文は、その が対

応するデータベースとテーブルの構

造、および実行したい操作に適したも

のである必要があります。安全性も考

慮して、 インジェクションを防ぐ

ように書くべきです。

チャットボット ＆

質問 回答

に記述する項目はどうやって決め

るのですか。

に記述する項目は、対応するデー

タベーステーブルのカラムに基づいて

決めます。各項目はテーブルのカラム

を表すプロパティとしてクラスに含ま

れます。

に は要りませんが、 に

は があってもいいのですか。

操作では が不要な場合が多い

ですが、 クラスには を持つこ

とが一般的です。これはデータベース

のレコードを一意に識別するために使

用されます。

と クラスの項目は同じにす

れば良いのですか。

クラスと クラスの項目は必

ずしも同じである必要はありません。

はデータベースの構造を、

はユーザー入力の構造を反映します。

クラスの項目はどうやって決める

のですか。

クラスの項目は、そのフォームで

ユーザーに入力してもらいたい情報に

基づいて決めます。必要な入力項目を

プロパティとしてクラスに含めます。

画面の項目が少しでも変わると ク

ラスも作成しなくてはならないのです

か。

画面の項目が変わると クラスも変

更する必要があります。ただし、小さ

な変更の場合は既存の クラスを修

正するだけで対応できることもありま

す。

画面にない項目が クラスにあって

もいいのですか。

画面にない項目が クラスにある場

合があります。これは、隠しフィール

ドや、サーバー側で生成される値な

ど、ユーザーから直接入力されないデ

ータを扱うためです。

画面で入力した内容を、確認用の画面

に表示したいときはどうやるのです

か。

画面で入力した内容を確認画面に表示

するには、一般には入力値をサーバー

に送信し、それを再度クライアントに

渡して表示します。 などのテ

ンプレートエンジンを使用すると便利

です。
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チャットボット ＆

質問 回答

画面入力があるときは、とにかく

クラスを作成すれば良いのですか。

画面入力があるときは、その入力を受

け取るために クラスを作成するの

が一般的です。 クラスはユーザー

入力をバインドし、検証するために使

用されます。

実行したら、ページが見つからないと

出ます。

ページが見つからない場合、 が間

違っているか、対応するコントローラ

ーのメソッドが存在しない、または適

切にマッピングされていない可能性が

あります。

実行をかけてもデータが表示されない

のは何が原因ですか。

実行してもデータが表示されない場

合、データベース接続の問題、 ク

エリのエラー、またはビューテンプレ

ートでデータが正しく表示されていな

い可能性があります。

になります。どこ

がおかしいのかわかりません。

は、

が特定のエラーに対してデフォルトで

提供するエラーページです。エラーメ

ッセージやスタックトレースを確認し

て、問題の原因を特定してください。

実行したら、 番で

（…と

いうエラーが出ました。これは、どこ

を直せば良いですか

’An error happened during template 
parsing’エラーは、ビューテンプレート

の解析中に問題が発生したことを意味

します。テンプレートの構文、存在し

ないオブジェクトへの参照、またはそ

の他のテンプレート関連の問題を確認

してください。

実行をかけたら、起動してきません。

com.….service.ArchievementServiceImpl 

‘com.･･･.repository.ArchievementDao’ 
というエラー

が出ます。

’require
found’エラーは、必要なビーンが

コンテナによって見つからないことを

意味します。コンポーネントスキャン

の設定、ビーンのアノテーション、ク

ラスパスの問題などを確認してくださ

い。
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チャットボット ＆

質問 回答

実行をしたらエラーが出ました。何が

悪いのですか。

“実行中に ‘BadSqlGrammarException’ エ
ラーメッセージが表示され、 文の

文法に問題があり、具体的には ‘neme’ 
というカラム名が正しくなく、

‘ARCHIEVEMENT’ というテーブル名が存
在しない可能性があります。これらの

問題を修正しても解決しない場合、デ

ータベースの接続設定やアクセス権限

も確認してください。”

チャットボット ＆

質問 回答

画面入力があるときは、とにかく

クラスを作成すれば良いのですか。

画面入力があるときは、その入力を受

け取るために クラスを作成するの

が一般的です。 クラスはユーザー

入力をバインドし、検証するために使

用されます。

実行したら、ページが見つからないと

出ます。

ページが見つからない場合、 が間

違っているか、対応するコントローラ

ーのメソッドが存在しない、または適

切にマッピングされていない可能性が

あります。

実行をかけてもデータが表示されない

のは何が原因ですか。

実行してもデータが表示されない場

合、データベース接続の問題、 ク

エリのエラー、またはビューテンプレ

ートでデータが正しく表示されていな

い可能性があります。

になります。どこ

がおかしいのかわかりません。

は、

が特定のエラーに対してデフォルトで

提供するエラーページです。エラーメ

ッセージやスタックトレースを確認し

て、問題の原因を特定してください。

実行したら、 番で

（…と

いうエラーが出ました。これは、どこ

を直せば良いですか

’An error happened during template 
parsing’エラーは、ビューテンプレート

の解析中に問題が発生したことを意味

します。テンプレートの構文、存在し

ないオブジェクトへの参照、またはそ

の他のテンプレート関連の問題を確認

してください。

実行をかけたら、起動してきません。

com.….service.ArchievementServiceImpl 

‘com.･･･.repository.ArchievementDao’ 
というエラー

が出ます。

’require
found’エラーは、必要なビーンが

コンテナによって見つからないことを

意味します。コンポーネントスキャン

の設定、ビーンのアノテーション、ク

ラスパスの問題などを確認してくださ

い。
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チチャャッットトボボッットト支支援援機機能能のの追追加加

概概要要

• チャットボットへの質問のさい、学生が利用するパターンとしてプログラ

ムやエラーコードを張り付けることが想定される

• そこで、概要や内容を選択させることで、当人が何の質問をしようとして

いるかを改めて把握させると同時に回答率の向上を図っている

機機能能画画面面

• 下部にある、赤枠部分を押下

68



• 質問を選択

• 概要から質問の内容を選択

– コンソールに表示されるパターンは以下

• 意味を教えてほしい

– のコードの内容

– のエラーの内容

• 使い方を教えてほしい

– のコードの内容

– のエラーの内容

チチャャッットトボボッットト支支援援機機能能のの追追加加

概概要要

• チャットボットへの質問のさい、学生が利用するパターンとしてプログラ

ムやエラーコードを張り付けることが想定される

• そこで、概要や内容を選択させることで、当人が何の質問をしようとして

いるかを改めて把握させると同時に回答率の向上を図っている

機機能能画画面面

• 下部にある、赤枠部分を押下
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• 自由記述

• 概要の選択欄

• 概要で味を教えてほしいを選択時の表示内容

チチャャッットトボボッットトのの処処理理概概要要

• チャットボットの精度向上のため外部サービスの と

を利用している

• チャットボットへの問い合わせがあった場合の処理フローは以下となる

 に問い合わせを実施

70



 で登録済みの に該当するものがないかチェックを実

施

 該当するものがあれば、チャットボットの回答として のメッセ

ージ欄に表示

 該当するものがなければ、 に問い合わせを実施

 からの回答を のメッセージ欄に表示

チチャャッットトボボッットトのの外外部部ササーービビスス連連携携にに必必要要なな実実装装ににつついいてて
• チャットボットを含むプラットフォーム向けの アプリの構成は以下

 アアププリリののフファァイイルル構構成成
 Slackアプリ

│  .editorconfig
│  .env.template
│  .gitignore
│  .pnp.cjs
│  .pnp.loader.mjs
│  .prettierignore
│  .prettierrc
│  .yarnrc.yml
│  manifest.yml
│  nodemon.json
│  package.json
│  README.md
│  tsconfig.eslint.json
│  tsconfig.json
│  yarn.lock
│
├─.devcontainer
│      devcontainer.json
│      Dockerfile
│
├─.vscode
│      launch.json
│      settings.json
│
├─.yarn
│  └─releases
│          yarn-1.22.19.cjs
│
├─actions_sample
│      submission.yml
│
└─src
    │  app.ts

• 自由記述

• 概要の選択欄

• 概要で味を教えてほしいを選択時の表示内容

チチャャッットトボボッットトのの処処理理概概要要

• チャットボットの精度向上のため外部サービスの と

を利用している

• チャットボットへの問い合わせがあった場合の処理フローは以下となる

 に問い合わせを実施
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    │
    ├─libs
    │      github.ts
    │      spreadsheet.ts
    │
    ├─service
    │  │  appHome.ts
    │  │  askQuestion.ts (※1)
    │  │  chat.ts
    │  │  createTeamChannel.ts
    │  │  registAsignment.ts
    │  │  registLesson.ts
    │  │  selectAsignmentRequest.ts
    │  │
    │  └─express
    │          githubExam.ts
    │          index.ts
    │
    ├─types
    │      index.ts
    │
    └─utils
            block.ts
            env.ts
            helpers.ts
            sheetUtil.ts
            slackUtil.ts

 チチャャッットトボボッットトでで外外部部ササーービビスス連連携携をを実実現現ししてていいるるソソーースス

– ※

• 実装されている機能概要

– 問い合わせ内容を入力してもらうモーダルの表示処理

– 外部サービスへの問い合わせ処理

• の 実行

• の実行

– 各サービスからの回答をハンドリングし、 に返す

処理

 フファァイイルルのの概概要要

 
• import {

  Block,
  BlockAction,
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  KnownBlock,
  Middleware,
  SlackActionMiddlewareArgs,
  SlackShortcut,
  SlackShortcutMiddlewareArgs,
  SlackViewAction,
  SlackViewMiddlewareArgs,
  StaticSelectAction,
  View,
} from "@slack/bolt";
import { toPrettfiedJSONString } from "../utils/helpers";
import AssistantV2 from "ibm-watson/assistant/v2";
import { IamAuthenticator } from "ibm-watson/auth";
import { Configuration, OpenAIApi } from "openai";

const WATSON_NG = "解釈できませんでした。申し訳ありませんが違う表現を試
していただけますか。";

// Watson Assistantの API資格情報
const assistant = new AssistantV2({
  version: "2023-06-15",
  authenticator: new IamAuthenticator({
    apikey: process.env.WATSON_ASSISTANT_API_KEY!,
  }),
  serviceUrl: process.env.WATSON_ASSISTANT_URL,
});

const configuration = new Configuration({
  apiKey: process.env.OPENAI_API_KEY,
});
const openai = new OpenAIApi(configuration);

//#region Block Build
// 授業作成 modal
export const buildAskQuestionModalView = (): View => {
  const blocks: (Block | KnownBlock)[] = [
    {
      type: "input",
      block_id: "firstQuestion",
      dispatch_action: true,
      element: {
        type: "static_select",
        placeholder: {
          type: "plain_text",
          text: "選択してください",
        },

    │
    ├─libs
    │      github.ts
    │      spreadsheet.ts
    │
    ├─service
    │  │  appHome.ts
    │  │  askQuestion.ts (※1)
    │  │  chat.ts
    │  │  createTeamChannel.ts
    │  │  registAsignment.ts
    │  │  registLesson.ts
    │  │  selectAsignmentRequest.ts
    │  │
    │  └─express
    │          githubExam.ts
    │          index.ts
    │
    ├─types
    │      index.ts
    │
    └─utils
            block.ts
            env.ts
            helpers.ts
            sheetUtil.ts
            slackUtil.ts

 チチャャッットトボボッットトでで外外部部ササーービビスス連連携携をを実実現現ししてていいるるソソーースス

– ※

• 実装されている機能概要

– 問い合わせ内容を入力してもらうモーダルの表示処理

– 外部サービスへの問い合わせ処理

• の 実行

• の実行

– 各サービスからの回答をハンドリングし、 に返す

処理

 フファァイイルルのの概概要要

 
• import {

  Block,
  BlockAction,
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        action_id: "selectFirstQuestion",
        options: [
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "意味を教えてほしい",
            },
            value: "1",
          },
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "使い方を教えてほしい",
            },
            value: "2",
          },
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "自由記述",
            },
            value: "3",
          },
        ],
      },
      label: {
        type: "plain_text",
        text: "概要",
      },
    },
    {
      type: "input",
      block_id: "secondQuestion",
      dispatch_action: true,
      element: {
        type: "static_select",
        placeholder: {
          type: "plain_text",
          text: "選択してください",
        },
        action_id: "selectSecondQuestion",
        options: [
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "Javaのコードの内容",
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            },
            value: "1",
          },
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "Javaのエラーの内容",
            },
            value: "2",
          },
        ],
      },
      label: {
        type: "plain_text",
        text: "内容",
      },
    },
    {
      type: "input",
      block_id: "content",
      element: {
        type: "plain_text_input",
        action_id: "content",
        multiline: true,
        placeholder: {
          type: "plain_text",
          text: "質問したい単語やエラーメッセージを貼りつけてください",
        },
      },
      label: {
        type: "plain_text",
        text: "キーワードを入力",
      },
    },
  ];

  const modalView: View = {
    type: "modal",
    callback_id: "submitQuestion",
    title: {
      type: "plain_text",
      text: "質問",
      emoji: true,
    },
    submit: {
      type: "plain_text",

        action_id: "selectFirstQuestion",
        options: [
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "意味を教えてほしい",
            },
            value: "1",
          },
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "使い方を教えてほしい",
            },
            value: "2",
          },
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "自由記述",
            },
            value: "3",
          },
        ],
      },
      label: {
        type: "plain_text",
        text: "概要",
      },
    },
    {
      type: "input",
      block_id: "secondQuestion",
      dispatch_action: true,
      element: {
        type: "static_select",
        placeholder: {
          type: "plain_text",
          text: "選択してください",
        },
        action_id: "selectSecondQuestion",
        options: [
          {
            text: {
              type: "plain_text",
              text: "Javaのコードの内容",
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      text: "実行",
      emoji: true,
    },
    close: {
      type: "plain_text",
      text: "キャンセル",
      emoji: true,
    },
    blocks,
  };

  return modalView;
};

// グローバルショートカット("new-question-request")の実行時に呼び出され
るリスナー関数
export const newQuestionRequest: Middleware<SlackShortcutMiddleware
Args<SlackShortcut>> = async ({
  client,
  body,
  ack,
}) => {
  try {
    await ack();

    const updateModalBlocks: (Block | KnownBlock)[] = buildAskQuest
ionModalView().blocks.filter((block) => {
      if (block.block_id === "secondQuestion" || block.block_id ===
 "content") {
        return false;
      }
      return true;
    });

    await client.views.open({
      trigger_id: body.trigger_id,
      view: {
        ...buildAskQuestionModalView(),
        blocks: updateModalBlocks,
      },
    });
  } catch (err) {
    console.log(`error: ${toPrettfiedJSONString(err)}`);
  }
};
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// "selectFirstQuestion"の実行時に呼び出される関数
export const firstDropdownSelect: Middleware<SlackActionMiddlewareA
rgs<BlockAction<StaticSelectAction>>> = async ({
  ack,
  body,
  action,
  client,
}) => {
  try {
    await ack();

    const selectedValue = action.selected_option.value;
    const updateModalBlocks: (Block | KnownBlock)[] = buildAskQuest
ionModalView().blocks.filter((block) => {
      if ((selectedValue === "1" || selectedValue === "2") && block.
block_id === "content") {
        return false;
      }
      if (selectedValue === "3" && block.block_id === "secondQuesti
on") {
        return false;
      }
      return true;
    });

    await client.views.update({
      view_id: body.view?.id,
      view: {
        ...buildAskQuestionModalView(),
        blocks: updateModalBlocks,
      },
    });
  } catch (err) {
    console.log(`error: ${toPrettfiedJSONString(err)}`);
  }
};

// "selectSecondQuestion"の実行時に呼び出される関数
export const secondDropdownSelect: Middleware<SlackActionMiddleware
Args<BlockAction<StaticSelectAction>>> = async ({
  ack,
  body,
  client,
}) => {
  try {
    await ack();

      text: "実行",
      emoji: true,
    },
    close: {
      type: "plain_text",
      text: "キャンセル",
      emoji: true,
    },
    blocks,
  };

  return modalView;
};

// グローバルショートカット("new-question-request")の実行時に呼び出され
るリスナー関数
export const newQuestionRequest: Middleware<SlackShortcutMiddleware
Args<SlackShortcut>> = async ({
  client,
  body,
  ack,
}) => {
  try {
    await ack();

    const updateModalBlocks: (Block | KnownBlock)[] = buildAskQuest
ionModalView().blocks.filter((block) => {
      if (block.block_id === "secondQuestion" || block.block_id ===
 "content") {
        return false;
      }
      return true;
    });

    await client.views.open({
      trigger_id: body.trigger_id,
      view: {
        ...buildAskQuestionModalView(),
        blocks: updateModalBlocks,
      },
    });
  } catch (err) {
    console.log(`error: ${toPrettfiedJSONString(err)}`);
  }
};
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    await client.views.update({
      view_id: body.view?.id,
      view: buildAskQuestionModalView(),
    });
  } catch (err) {
    console.log(`error: ${toPrettfiedJSONString(err)}`);
  }
};

/**
* 質問の実行ボタンをおしたときの処理
*/
export const submitQuestionRequest: Middleware<SlackViewMiddlewareA
rgs<SlackViewAction>> = async ({
  ack,
  view,
  client,
  body,
}) => {
  try {
    await ack();

    const result = await client.chat.postMessage({
      channel: body.user.id,
      text: "結果が表示されるまで少々お待ちください。",
    });

    const values = view.state.values;
    const question = values.content.content.value ?? "";
    const answer = await getAnswer(question);

    await client.chat.delete({
      channel: body.user.id,
      ts: result.ts!,
    });

    await client.chat.postMessage({
      channel: body.user.id,
      text: answer,
    });
  } catch (err) {
    console.log(`error: ${toPrettfiedJSONString(err)}`);
  }
};
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/**
* APIから質問に対する回答を取得する
* @param question
* @returns
*/
async function getAnswer(question: string): Promise<string> {
  let sessionId;
  if (!sessionId) {
    const sessionResponse = await assistant.createSession({
      assistantId: process.env.WATSON_ASSISTANT_ID || "",
    });
    sessionId = sessionResponse.result.session_id;
  }

  console.log("request to watson");
  const watsonResponse = await assistant.message({
    assistantId: process.env.WATSON_ASSISTANT_ID || "",
    sessionId: sessionId,
    input: {
      message_type: "text",
      text: question,
    },
  });

  // Watson Assistantからの応答を取得
  const output = watsonResponse.result.output.generic;
  if (output && output.length > 0) {
    const genericResponses = output.filter((item: any) => item.resp
onse_type === "text");
    const response = genericResponses.map((item: any) => item.text).
join(" ");
    if (response === WATSON_NG) {
      console.log("request to watson failed");
      return extractChatGpt(question);
    } else {
      console.log("request to watson successful");
      return response;
    }
  } else {
    console.log("request to chatGPT");
    return extractChatGpt(question);
  }
}

/**
* chatGPTから応答を取得

    await client.views.update({
      view_id: body.view?.id,
      view: buildAskQuestionModalView(),
    });
  } catch (err) {
    console.log(`error: ${toPrettfiedJSONString(err)}`);
  }
};

/**
* 質問の実行ボタンをおしたときの処理
*/
export const submitQuestionRequest: Middleware<SlackViewMiddlewareA
rgs<SlackViewAction>> = async ({
  ack,
  view,
  client,
  body,
}) => {
  try {
    await ack();

    const result = await client.chat.postMessage({
      channel: body.user.id,
      text: "結果が表示されるまで少々お待ちください。",
    });

    const values = view.state.values;
    const question = values.content.content.value ?? "";
    const answer = await getAnswer(question);

    await client.chat.delete({
      channel: body.user.id,
      ts: result.ts!,
    });

    await client.chat.postMessage({
      channel: body.user.id,
      text: answer,
    });
  } catch (err) {
    console.log(`error: ${toPrettfiedJSONString(err)}`);
  }
};
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* @param question
*/
async function extractChatGpt(question: string): Promise<string> {
  const response = await openai.createChatCompletion({
    model: "gpt-3.5-turbo",
    messages: [
      {
        role: "user",
        content: `以下のことについて教えてください。日本語で回答をお願い
します。${question}`,
      },
    ],
  });

  if (!response.data || !response.data.choices || !response.data.ch
oices[0].message?.content) {
    return "失敗しました。再度試してください。";
  } else {
    return response.data.choices[0].message?.content;
  }
}
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* @param question
*/
async function extractChatGpt(question: string): Promise<string> {
  const response = await openai.createChatCompletion({
    model: "gpt-3.5-turbo",
    messages: [
      {
        role: "user",
        content: `以下のことについて教えてください。日本語で回答をお願い
します。${question}`,
      },
    ],
  });

  if (!response.data || !response.data.choices || !response.data.ch
oices[0].message?.content) {
    return "失敗しました。再度試してください。";
  } else {
    return response.data.choices[0].message?.content;
  }
}

講義ユニット
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講講義義ユユニニッットト
• のチャンネル機能を使用して解説動画、理解度確認テストを学生に提

示する

チチーームムププロロググララミミンンググ
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モモデデルル

 

テテスストト設設計計
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モモデデルル

 

テテスストト設設計計
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教員養成ユニット
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教員養成ユニット
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教員養成ユニットの開発
教員または講師向けに、教育プラットフォームを使って課題の登録から学⽣への配布までの流れと、
そのサポートを⾏うアプリケーションの説明を⾏う⽀援動画を追加

教育PFの利⽤⽅法を説明した動画
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ププララッットトフフォォーームム取取扱扱説説明明書書

目目次次

 プラットフォーム取扱説明書

• プラットフォーム取扱説明書

– 目次

– 概要

– プラットフォームで利用する各サービス

– プラットフォーム構築の手順

• のアカウント作成と の作成

– 概要

– 手順

• の に 用アプリのリポジトリ作

成

– 概要

– 手順

• の に学生に配布する課題のリポジト

リ作成

– 概要

– 手順

• のサービスアカウント作成

– 概要

– 手順

• に、プラットフォーム向けのマスタシート

と授業フォルダを作成

– 概要

– 手順

• の に のワークフロー

で使用する変数を設定

– 概要

– 手順

• のアカウント登録

– 概要

– 手順
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ププララッットトフフォォーームム取取扱扱説説明明書書

目目次次

 プラットフォーム取扱説明書

• プラットフォーム取扱説明書

– 目次

– 概要

– プラットフォームで利用する各サービス

– プラットフォーム構築の手順

• のアカウント作成と の作成

– 概要

– 手順

• の に 用アプリのリポジトリ作

成

– 概要

– 手順

• の に学生に配布する課題のリポジト

リ作成

– 概要

– 手順

• のサービスアカウント作成

– 概要

– 手順

• に、プラットフォーム向けのマスタシート

と授業フォルダを作成

– 概要

– 手順

• の に のワークフロー

で使用する変数を設定

– 概要

– 手順

• のアカウント登録

– 概要

– 手順

• に 向けのアプリをデプロイ

– 概要

– 手順

• のワークスペース作成

– 概要

– 手順

• アプリ作成

– 概要

– 手順

• のサービス登録

– 概要

– 手順

• の環境変数を設定

– 概要

– 手順

• で授業の登録

– 概要

– 手順

• 教員や外部講師を と に招待す

る手順

– 概要

– 手順

• 教員や外部講師を に招待する手順

– 概要

– 手順

概概要要

 プラットフォームを導入するために必要な準備、各サービスの利用開始方
法、設定内容を時系列にまとめた資料になります

ププララッットトフフォォーームムでで利利用用すするる各各ササーービビスス
 Github
 Github Classroom
 Slack
 Google Workspace
 Heroku
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 OpenAI API
 IBM Watson

ププララッットトフフォォーームム構構築築のの手手順順

以以下下にに記記載載さされれたた手手順順ははすすべべてて 1月月初初旬旬時時点点のの情情報報でですす UIのの変変更更ややササーービビスス内内容容
のの変変更更ががああるるたためめ画画面面にに表表示示さされれるる内内容容とと差差異異ががああるる可可能能性性ががあありりまますすののででごご留留

意意くくだだささいい

ののアアカカウウンントト作作成成とと のの作作成成

概要

• プラットフォームの利用に必要な のアカウント作成と

を作成する

手順
 にアクセスし のアカウント作成を開始

する
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 OpenAI API
 IBM Watson

ププララッットトフフォォーームム構構築築のの手手順順

以以下下にに記記載載さされれたた手手順順ははすすべべてて 1月月初初旬旬時時点点のの情情報報でですす UIのの変変更更ややササーービビスス内内容容
のの変変更更ががああるるたためめ画画面面にに表表示示さされれるる内内容容とと差差異異ががああるる可可能能性性ががあありりまますすののででごご留留

意意くくだだささいい

ののアアカカウウンントト作作成成とと のの作作成成

概要

• プラットフォームの利用に必要な のアカウント作成と

を作成する

手順
 にアクセスし のアカウント作成を開始

する

 ユーザー名 メールアドレス パスワードを入力
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 ロボットではないことの証明を実施し、Create accountをクリック
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 ロボットではないことの証明を実施し、Create accountをクリック  入力したパスワードに認証コードが届くため、それを確認

103



 届いた認証コードを入力

 のアカウント登録後、 用のアプリで利用する認証キーの作成を

行う
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 届いた認証コードを入力

 のアカウント登録後、 用のアプリで利用する認証キーの作成を

行う

 右上のアイコンをクリック

 表示されたメニューから Settingsをクリック
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 表示された画面の左メニューの最下部にある Developer Settingsをクリッ
ク

 表示された画面の左メニューから Personal access tokensをクリックし、
表示された Tokens (classic)をクリック

106



 表示された画面の左メニューの最下部にある Developer Settingsをクリッ
ク

 表示された画面の左メニューから Personal access tokensをクリックし、
表示された Tokens (classic)をクリック

 Generate new tokenをクリックし、Generate new token (classic)を選択

 以下を実施

• Noteに任意の名前を設定
• Expirationには No expirationを選択
• workflowのチェックボックスをチェック
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• 最後に Generate tokenをクリック
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• 最後に Generate tokenをクリック
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 用の認証キーが作成されるので保管しておく 後述の手順で使

用 ★

 続けて の作成を行う
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 用の認証キーが作成されるので保管しておく 後述の手順で使

用 ★

 続けて の作成を行う

 右上のアイコンをクリック
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 表示されたメニューから Your organizationsをクリック
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 表示されたメニューから Your organizationsをクリック  New organizationをクリック
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 無料版を選択 Create a free organizationをクリック

 以下を実施する

• Organization nameに任意の組織名を入力

• A business or institutionを選択し、学校名 英語 で入力

• I hereby accept ...にチェック

• Nextボタンをクリック
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 無料版を選択 Create a free organizationをクリック

 以下を実施する

• Organization nameに任意の組織名を入力

• A business or institutionを選択し、学校名 英語 で入力

• I hereby accept ...にチェック

• Nextボタンをクリック

 

 Alt text 
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 Complete setupをクリック
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 Complete setupをクリック  の作成が完了
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 の作成が完了
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 の作成が完了  Settingsをクリック

 左メニューの Codespacesをクリックし、表示された Generalをクリック
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 赤枠の Enable for all members and outside collaboratorsを選択し、
Saveをクリック

のの にに 用用アアププリリののリリポポジジトトリリ作作成成

概要

 後述で、教育 向けの 用アプリをデプロイする際のソースを

に登録するするため、以下を実施する
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 赤枠の Enable for all members and outside collaboratorsを選択し、
Saveをクリック

のの にに 用用アアププリリののリリポポジジトトリリ作作成成

概要

 後述で、教育 向けの 用アプリをデプロイする際のソースを

に登録するするため、以下を実施する

手順
 右上のアイコンをクリック
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 表示されたメニューから Your organizationsをクリック
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 表示されたメニューから Your organizationsをクリック  で作成した を選択
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 をクリック
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 をクリック  Create a new repositoryをクリック
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 import a repositoryをクリック

 用アプリが管理されている から クローン を行うた

め、以下を実施

– Your old repository's clone URLに以下の を入力

• URL
– Repository nameに任意の名前を入力 特に指定がなければ slack-

appを入力
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 import a repositoryをクリック

 用アプリが管理されている から クローン を行うた

め、以下を実施

– Your old repository's clone URLに以下の を入力

• URL
– Repository nameに任意の名前を入力 特に指定がなければ slack-

appを入力

– Begin importをクリック
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 が作成されるまで少し時間がかかるのでそのまま待つ
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 が作成されるまで少し時間がかかるのでそのまま待つ  完了すると以下の画面が表示されるので、organizaton名 / repository名
のリンクをクリック
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 アプリの が作成される

のの にに学学生生にに配配布布すするる課課題題ののリリポポジジトトリリ作作成成

概要

 教育 向けの教材を以下のリポジトリ管理している

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

 上記をの教材を に登録するするため、以下を実施する
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 アプリの が作成される

のの にに学学生生にに配配布布すするる課課題題ののリリポポジジトトリリ作作成成

概要

 教育 向けの教材を以下のリポジトリ管理している

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

• 課題

 上記をの教材を に登録するするため、以下を実施する

手順
 右上のアイコンをクリック
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 表示されたメニューから Your organizationsをクリック
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 表示されたメニューから Your organizationsをクリック  で作成した を選択
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 画面右にある の importをクリック

 ここでは教育 向けの課題 を登録するものとし、以下を実施（

– Your old repository's clone URLに以下の を入力

• URL
– Repository nameに任意の名前を入力 特に指定がなければ step1を

入力

– ラジオボタンの Publicを選択
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 画面右にある の importをクリック

 ここでは教育 向けの課題 を登録するものとし、以下を実施（

– Your old repository's clone URLに以下の を入力

• URL
– Repository nameに任意の名前を入力 特に指定がなければ step1を
入力

– ラジオボタンの Publicを選択

– Begin importをクリック
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 が作成されると以下の画面が表示されるので、organizaton名 / 
repository名のリンクをクリック
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 が作成されると以下の画面が表示されるので、organizaton名 / 
repository名のリンクをクリック

 教育 向けの課題の が作成される

 上記を課題 ～ に対しても実施する

ののササーービビススアアカカウウンントト作作成成

概要

 教育 では のサービス ドライブ、スプレッドシート

を利用し、それらを と連携するため のサービスア

カウントを作成する

手順

 教育 の管理者となる アカウントを用意する

• 学校で既に アカウントをご利用 学校のドメイン があれば、そちら

を利用する

 もし アカウントにログインしていない場合は、ログインしておく

 ログイン後、 の

にアクセス
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 以下の画面が表示された場合、利用規約にチェックし同意して実行をクリッ
ク
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 以下の画面が表示された場合、利用規約にチェックし同意して実行をクリッ
ク

 表示された画面の左メニューから APIとサービスをクリック
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 有効な とサービスの画面でプロジェクトを作成をクリック

 新しいプロジェクトの画面で以下を実施

• プロジェクト名(任意)を入力
• 組織に以下が表示されていることを確認

– 学校の アカウントを利用している場合、学校のドメインが表

示

– 利用していない場合、「組織なし」が表示

• 場所に以下が表示されていることを確認

– 学校の アカウントを利用している場合、学校のドメインが表

示

– 利用していない場合、非表示
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 有効な とサービスの画面でプロジェクトを作成をクリック

 新しいプロジェクトの画面で以下を実施

• プロジェクト名(任意)を入力
• 組織に以下が表示されていることを確認

– 学校の アカウントを利用している場合、学校のドメインが表

示

– 利用していない場合、「組織なし」が表示

• 場所に以下が表示されていることを確認

– 学校の アカウントを利用している場合、学校のドメインが表

示

– 利用していない場合、非表示

• 作成ボタンをクリック
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 プロジェクトが作成される
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 プロジェクトが作成される  APIとサービスの有効化をクリック
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 googole spledseetをで検索
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 googole spledseetをで検索  検索結果の Google Sheets APIをクリック
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 有効にするをクリック
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 有効にするをクリック  有効な APIとサービスをクリック
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 APIとサービス有効化をクリック
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 APIとサービス有効化をクリック  googole spledseetをで検索
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 検索結果の Google Drive APIをクリック

 有効にするをクリック
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 検索結果の Google Drive APIをクリック

 有効にするをクリック

 

 Alt text 
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 認証情報をクリック
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 認証情報をクリック  同意画面を構成をクリック
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 で内部を選択し、作成ボタンをクリック

 以下を実施

• アプリ名に任意の名前を設定

• ユーザーサポートメールに アカウントのメールアドレスを入力

• デベロッパーの連絡先情報に アカウントのメールアドレスを入力
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 で内部を選択し、作成ボタンをクリック

 以下を実施

• アプリ名に任意の名前を設定

• ユーザーサポートメールに アカウントのメールアドレスを入力

• デベロッパーの連絡先情報に アカウントのメールアドレスを入力

• 保存して次へボタンをクリック
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 保存して次へをクリック
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 保存して次へをクリック  登録した内容が表示されていることを確認し、ダッシュボードに戻るをクリ
ック
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 認証情報をクリック
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 認証情報をクリック  認証情報を作成をクリックし、表示されたメニューからサービスアカウントを

選択
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 サービスアカウント名に任意の名前を設定し、作成して続行をクリック（サー

ビスアカウント は自動で設定される）

160



 サービスアカウント名に任意の名前を設定し、作成して続行をクリック（サー

ビスアカウント は自動で設定される）

 ロールを選択をクリック
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 オーナーを選択
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 オーナーを選択  続行をクリック
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 完了をクリック
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 完了をクリック  作成されたサービスアカウントをクリック
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 キーをクリック
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 キーをクリック  鍵を追加をクリックし、表示されたメニューから新しい鍵を作成をクリック
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 キータイプに JSONを選択し、作成をクリック
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 キータイプに JSONを選択し、作成をクリック  ファイルがダウンロードされる（このファイルは 1.4.12. Herokuの
環境変数を設定の手順で使用）

 ダウンロードされたファイル情報を確認

 ダウンロードしたファイルを に変換して保管しておく 後述の手順

で使用 ★

• への変換は任意の方法で行う

• 参考までに のコマンドプロンプトを用いた変換方法を記載

– コマンドプロンプトを起動

– コマンドでダウンロードされたファイルの配置先まで移動

– encodehex “ダウンロードされたファイル名” 
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– ダウンロードされたファイルの配置先に が作成され

ているので、その内容を保管しておく

にに、、ププララッットトフフォォーームム向向けけののママススタタシシーートトとと授授業業フフォォルルダダをを作作

成成

概要

 学生情報を管理するマスタファイル（スプレッドシート）とフォルダを作
成する

 アプリとの連携用に共有の設定ならびに、スプレッドシート、ドライ

ブの を取得する

手順

 マスタのテンプレートをダウンロードするため配置先の以下にアクセス
• 配置先

 スレッドシートをダウンロードする

 ドライブを開く
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– ダウンロードされたファイルの配置先に が作成され

ているので、その内容を保管しておく

にに、、ププララッットトフフォォーームム向向けけののママススタタシシーートトとと授授業業フフォォルルダダをを作作

成成

概要

 学生情報を管理するマスタファイル（スプレッドシート）とフォルダを作
成する

 アプリとの連携用に共有の設定ならびに、スプレッドシート、ドライ

ブの を取得する

手順

 マスタのテンプレートをダウンロードするため配置先の以下にアクセス
• 配置先

 スレッドシートをダウンロードする

 ドライブを開く

 左メニューにある新規をクリック
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 新しいフォルダをクリック
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 新しいフォルダをクリック  授業マスタを入力し作成をクリック

 作成された授業マスタをクリック
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 左メニューにある新規をクリックし、新しいフォルダをクリック

174



 左メニューにある新規をクリックし、新しいフォルダをクリック  授業を作成
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 左メニューにある新規をクリックし、Googleスプレッドシート→空白のスプレ
ッドシートをクリック
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 左メニューにある新規をクリックし、Googleスプレッドシート→空白のスプレ
ッドシートをクリック

 メニューのファイルからインポートをクリック
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 アップロードを選択し、ダウンロードしたスプレッドシート ファイル名 授
業マスタ をアップロードする
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 アップロードを選択し、ダウンロードしたスプレッドシート ファイル名 授
業マスタ をアップロードする

 インポート場所にスプレッドシートを置換するを選択し、データをインポート
をクリック
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 スプレッドシート名を授業マスタに変更（画面左上の赤枠内をクリックして
変更）
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 スプレッドシート名を授業マスタに変更（画面左上の赤枠内をクリックして
変更）

 授業マスタが追加されていることを確認（ファイルの拡張子が 、 で

ないことを確認）
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 授業マスタをクリックし表示されたメニューから共有→共有をクリック
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 授業マスタをクリックし表示されたメニューから共有→共有をクリック  別別タタブブで の を開

く
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 左メニューの IAMと管理→サービスアカウントをクリック
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 左メニューの IAMと管理→サービスアカウントをクリック  上記 で作成したサービスアカウントのメールアドレスをクリップボー

ドにコピーする
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 ドライブのタブに戻り、ユーザーやグループを追加ににコピーしたサ

ービスアカウントのメールアドレスを張り付ける
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 ドライブのタブに戻り、ユーザーやグループを追加ににコピーしたサ

ービスアカウントのメールアドレスを張り付ける

 サービスアカウントのメールアドレスが表示されていることと編集者にな
っていることを確認し、送信をクリック
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 一般的なアクセスをリンクを知っている全員に変更しておく
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 一般的なアクセスをリンクを知っている全員に変更しておく  完了をクリック

189



 作成した授業マスタを開く

190



 作成した授業マスタを開く  画面の にあるスプレッドシート （赤枠内）を保管しておく 後述の

手順で使用 ★
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 授業フォルダをクリック
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 授業フォルダをクリック  画面の にあるドライブ （赤枠内）を保管しておく 後述の手順で使

用 ★

のの にに ののワワーーククフフロローーでで使使用用すするる変変数数をを設設

定定

概要

 、 、スプレッドシートを連携するための設定を行う

 スプレッドシート が参照する変数 の

に設定 を登録
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手順

の の画面で setteingsをクリック
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手順

の の画面で setteingsをクリック

 左メニューの Secrets and variablesをクリック
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 表示されたメニューから Actionsを選択
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 表示されたメニューから Actionsを選択  Variablesをクリック
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 Create new organization variablesをクリック

 以下を実施

• Nameに LESSON_SHEET_IDを設定

• Valueに で保管した、スプレッドシート ★ を設定

• Repository accessは Public repositoriesを選択
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 Create new organization variablesをクリック

 以下を実施

• Nameに LESSON_SHEET_IDを設定

• Valueに で保管した、スプレッドシート ★ を設定

• Repository accessは Public repositoriesを選択

• Add variableをクリック
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 に追加されたことを確認

ののアアカカウウンントト登登録録

概要

 用アプリのデプロイするための環境として を使用する

 の利用に必要なアカウントの登録を行う

 Heroku をを利利用用すするるににああたたりりククレレジジッットトカカーードドのの登登録録をを行行うう（（必必須須））

手順
 にアクセスする
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 に追加されたことを確認

ののアアカカウウンントト登登録録

概要

 用アプリのデプロイするための環境として を使用する

 の利用に必要なアカウントの登録を行う

 Heroku をを利利用用すするるににああたたりりククレレジジッットトカカーードドのの登登録録をを行行うう（（必必須須））

手順
 にアクセスする

 新規登録をクリック

 以下を入力

• 苗字 管理者の苗字

• 名前 管理者の名前

• メールアドレス 管理者のメールアドレス

• 会社名 学校名

• 役職 その他

• 国 日本
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• 主な開発言語 Node.js
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• 主な開発言語 Node.js  以下の画面が表示されると登録したメールアドレスに からメール

が届くのでそちらを確認

 届いたメールのリンクをクリック
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 任意のパスワードを設定し、パスワードを設定しログインするをクリック

 ここをクリックして次に進んでくださいをクリック
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 任意のパスワードを設定し、パスワードを設定しログインするをクリック

 ここをクリックして次に進んでくださいをクリック

 登録したメールアドレスとパスワードを入力し、Log Inをクリック

 Countinueをクリック
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 多要素認証に用いる方法が提示されるので、任意のものを選択し認証を行
う

 認証後以下の画面が表示されるので、Acceptをクリック
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 多要素認証に用いる方法が提示されるので、任意のものを選択し認証を行
う

 認証後以下の画面が表示されるので、Acceptをクリック

 の利用するための支払い方法を登録すため、Add payment methos
をクリック

 Add credit cardをクリック
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 クレジットカードのの登録に必要な項目が表示されるので入力し、最後に
Save Detailsをクリック

にに 向向けけののアアププリリををデデププロロイイ

概要

 作成した の環境に に登録した 用のアプリをデプロイ

する
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 クレジットカードのの登録に必要な項目が表示されるので入力し、最後に
Save Detailsをクリック

にに 向向けけののアアププリリををデデププロロイイ

概要

 作成した の環境に に登録した 用のアプリをデプロイ

する

手順
 の支払い方法の登録後、 のトップ画面から Create new appを
クリック

 App nameにアプリ名（任意）を設定

 アプリ名に問題がなければ、緑のチェックマークが表示されるので、
Create appをクリック
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 もし だった場合は任意のアプリ名を変更する
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 もし だった場合は任意のアプリ名を変更する  アプリのデプロイ方法に を利用するため、GitHubをクリック

211



 Connect to GitHubをクリック

212



 Connect to GitHubをクリック  の認証画面が表示されるので、 で作成した のメールア

ドレスとパスワードを入力し、Sign inをクリック
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214



 Authorize Herokuをクリック

215



216



 のアカウントと作成した が選択できるので、

のほうを選択

217



 Searchボタンをクリックし、 に作成した 用アプリのリポ

ジトリを選択

218



 Searchボタンをクリックし、 に作成した 用アプリのリポ

ジトリを選択

 Manual deployの Deplou Branchをクリック

219



 以下の画面になれば へのデプロイが完了
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 以下の画面になれば へのデプロイが完了  タブの Settingsをクリックし、 欄の Configure SSLをクリ
ック

221



222



 赤枠内の Automatic Certificate ...を選択し Nextをクリック
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 欄の赤枠内に表示される を保管しておく 後述の手順で使

用)(▲1) 
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 欄の赤枠内に表示される を保管しておく 後述の手順で使

用)(▲1) 
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ののワワーーククススペペーースス作作成成

概要

 プラットフォームで利用する のワークスペースを作成する

手順
 のワークスペースを作成するため

にアクセス

 Googleで続行するをクリック
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ののワワーーククススペペーースス作作成成

概要

 プラットフォームで利用する のワークスペースを作成する

手順
 のワークスペースを作成するため

にアクセス

 Googleで続行するをクリック

 の認証画面が表示されるので、もし未ログインであれば管理者の

アカウントを指定
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 次へをクリック
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 次へをクリック  ワークスペースを作成するをクリック

229



 任意のワークスペース名 英字 を設定
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 任意のワークスペース名 英字 を設定  管理者の任意の名前を設定
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 管理者以外で招待する先生などがいた場合、招待リンクをコピーするをクリ
ックし、共有する。いない場合は、この手順をスキップをクリック
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 管理者以外で招待する先生などがいた場合、招待リンクをコピーするをクリ
ックし、共有する。いない場合は、この手順をスキップをクリック

 ワークスペースにデフォルトで作成される任意のチャンネル名を設定する
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 ワークスペースが作成され、 の画面が表示される

 画面の左上にあるワークスペース名をクリック
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 ワークスペースが作成され、 の画面が表示される

 画面の左上にあるワークスペース名をクリック

 表示された URL内の赤字部分を保管しておく 後述の手順で使用 ★

アアププリリ作作成成

概要

 プラットフォームで利用する 用アプリの作成を行う

 定義済みのテンプレートを使用することで、教育 向けの用意したアプリ

のショートカットが作成される

手順

 以下のリンクにアクセスし、 アプリの作成に使用するテンプレート

をダウンロードする
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• 
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•  ダウンロードした をエディタソフトで開き、変更箇所である

赤枠内を確認
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 で保管しておいた URL(▲1)をコピー 以下の赤枠
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 で保管しておいた URL(▲1)をコピー 以下の赤枠  変更箇所の をコピーしてきた で上書き

 変更したファイルの中身を全選択しコピー

 のアプリを作成するため にアクセスする
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 Create New Appをクリック
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 Create New Appをクリック  表示されたポップアップにある、From an app manifestをクリック

241



 作成先のワークスペースが聞かれるので、本手順で作成した任意のワーク
スペース名を選択
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 作成先のワークスペースが聞かれるので、本手順で作成した任意のワーク
スペース名を選択

 YAMLを選択し Nextをクリック
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 コピーしていた の中身を貼り付けし、Nextをクリック
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 コピーしていた の中身を貼り付けし、Nextをクリック  Createをクリック

245



 Install to Workspaceをクリック
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 Install to Workspaceをクリック  権限の確認画面が表示されるので、許可するをクリック

247



 左メニューの Basic Infomationをクリック
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 左メニューの Basic Infomationをクリック  App Credentials欄にある Signing Secretの Showをクリック

249



 表示された キーを保管しておく 後述の手順で使用 ★
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 表示された キーを保管しておく 後述の手順で使用 ★  次に左メニューの OAuth & Permissionsをクリック

251



 Bot User OAuth Tokenの copyボタンをクリックし、コピーされた内容を
保管しておく 後述の手順で使用 ★
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 Bot User OAuth Tokenの copyボタンをクリックし、コピーされた内容を
保管しておく 後述の手順で使用 ★

 の画面で左メニューの 欄にアプリが追加されていることを確認
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 メッセージの入力欄にあるショートカットキー 赤枠 をクリック
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 メッセージの入力欄にあるショートカットキー 赤枠 をクリック  チームチャンネルの作成 課題登録質問授業登録が表示されることを確認 この
時点での利用は不可

ののササーービビスス登登録録

概要

 プラットフォームのチャットボットで利用する の のアカウン

ト登録を行う

• 同じくプラットフォームでは を利用するがこちらは無料かつ教

育 向けのアカウントを使いまわす想定のため、サービス登録は不要

 OpenAI のの APIはは従従量量課課金金ととななるるたためめククレレジジッットトカカーードドのの登登録録がが必必要要ととなな
るる

 アカウント登録が完了後、 を発行する アプリから利用するた

め

手順
 にアクセス
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 Sign upをクリック
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 Sign upをクリック  Googleで続けるをクリック
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 の認証画面が表示されるので、管理者のアカウントを選択
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 の認証画面が表示されるので、管理者のアカウントを選択  次へをクリック

259



 任意のアカウント名と生年月日を入力し、Agreeをクリック
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 任意のアカウント名と生年月日を入力し、Agreeをクリック  アカウントが作成される

261



 画面左のメニューから Settingsをクリック
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 画面左のメニューから Settingsをクリック  左メニューの Organizationにある、Billingをクリック

263



 表示された画面のメニュータブから Preferencesをクリック
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 表示された画面のメニュータブから Preferencesをクリック  クレジットカードの登録に必要な情報の入力を行い、最後に Saveをクリッ
ク

265



 次に左メニューの API Keysをクリック

266



 次に左メニューの API Keysをクリック  Start verificationをクリック

267



 キーの作成にあたり、 を使った認証が必要となるため電話番号を入力

 入力した携帯番号に が届くので認証コードを入力

268



 キーの作成にあたり、 を使った認証が必要となるため電話番号を入力

 入力した携帯番号に が届くので認証コードを入力

 Continueをクリック

 もし作成するキー名を任意で設定したい場合は、キー名を入力し Create 
serclet keyをクリック。特に指定がない場合、空欄で Create serclet 
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keyをクリック

270



keyをクリック  の利用に必要な認証キーが作成されたので、コピーして保管しておく

後述の手順で使用 ★ 。保管ができ次第、Doneをクリック
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 の作成が完了

のの環環境境変変数数をを設設定定

概要

 これまでの手順で保管してきた やキーを 環境に登録する（アプ

リの環境変数として使用される）
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 の作成が完了

のの環環境境変変数数をを設設定定

概要

 これまでの手順で保管してきた やキーを 環境に登録する（アプ

リの環境変数として使用される）

手順
 で で作成したアプリを表示
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 Settingsをクリック
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 Settingsをクリック  Config Vars欄の Reveal Config Varsをクリック

 KEYと VALUEに以下をそれぞれ入力し Addをクリック

KEY VALUE 

GITHUB_OWNER 1.4.1で作成した organization名 

GITHUB_TOKEN 1.4.1で作成した Github用の認証キー(★1) 

ASPIRE_GOOGLE_CREDENTIAL_
KEY 1.4.4作成した Base64の文字列(★2) 
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KEY VALUE 

LESSON_SHEET_ID 1.4.5で作成した Googleスレッドシート ID(★3) 

LESSON_DRIVE_ID 1.4.5で作成した Googleドライブ ID(★4) 

SLACK_DOMAIN 1.4.9で取得した Slackの URL(★5) 

SLACK_SIGNING_SECRET 1.4.10で取得した Signing Secret(★6) 

SLACK_BOT_TOKEN 1.4.10で取得した Bot User OAuth Token(★7) 

OPENAI_API_KEY 1.4.11で作成した APIの認証キー(★8) 

WATSON_ASSISTANT_API_KEY SnmJmZa8YEEi8ei_9CJWazIbPm2BEmVuzHR4YGZ
QAX2E 

WATSON_ASSISTANT_ID 14d92ca5-803b-4d17-998e-9b59e9b6fdc6 

WATSON_ASSISTANT_URL 
https://api.us-
south.assistant.watson.cloud.ibm.com/instances/437f1
3f6-5cb7-46ad-b4a9-b467ded68ec5a 
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KEY VALUE 

LESSON_SHEET_ID 1.4.5で作成した Googleスレッドシート ID(★3) 

LESSON_DRIVE_ID 1.4.5で作成した Googleドライブ ID(★4) 

SLACK_DOMAIN 1.4.9で取得した Slackの URL(★5) 

SLACK_SIGNING_SECRET 1.4.10で取得した Signing Secret(★6) 

SLACK_BOT_TOKEN 1.4.10で取得した Bot User OAuth Token(★7) 

OPENAI_API_KEY 1.4.11で作成した APIの認証キー(★8) 

WATSON_ASSISTANT_API_KEY SnmJmZa8YEEi8ei_9CJWazIbPm2BEmVuzHR4YGZ
QAX2E 

WATSON_ASSISTANT_ID 14d92ca5-803b-4d17-998e-9b59e9b6fdc6 

WATSON_ASSISTANT_URL 
https://api.us-
south.assistant.watson.cloud.ibm.com/instances/437f1
3f6-5cb7-46ad-b4a9-b467ded68ec5a 

でで授授業業のの登登録録

概要

 でプラットフォームの利用する学生や教員・外部講師を

管理するためのクラスを作成する

 事前に で受講対象の学生をあつめたクラスを作成してお

くことで、 へ学生の招待が容易になる

手順
 にアクセス

 Sign in and get startedをクリック
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 Authorize GitHub Classroomをクリック
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 Authorize GitHub Classroomをクリック  Create your first Classroomをクリック
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 で作成した をクリック
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 で作成した をクリック  任意のクラスルーム名を設定し、Create classroomをクリック

281



 Continueをクリック
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 Continueをクリック  Google Classroomをクリック

 対象のクラスを選択し Link to Google Classroomをクリック
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 Import from Google Classroomをクリック
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 Import from Google Classroomをクリック  対象のクラスルームが作成される

教教員員やや外外部部講講師師をを とと にに招招待待すするる手手順順

概要
 管理者以外の教員や外部の企業様にプラットフォームに招待する際、

の に追加および、 への招待 の取

得を行う

 また にも参加してもらう必要があるため、招待 を取得する

手順
 で作成した の にアクセス
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 メニュータブにある Peopleをクリック

 invite memberをクリック
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 メニュータブにある Peopleをクリック

 invite memberをクリック

 表示されたポップアップに招待したいユーザのメールアドレスを入力し、
Inviteをクリック

 Ownerを選択し、Send invitationをクリック
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 【招待ユーザー画面】 からメールが届くので、本文にある Josin 
@organization名をクリック
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 【招待ユーザー画面】 からメールが届くので、本文にある Josin 
@organization名をクリック

 【招待ユーザー画面】ブラウザに以下の画面が表示されるので Join 
organization名をクリック

 招待ユーザーの操作が終わり次第、 の Membersをクリック
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 の に招待者が追加される

 で作成した で作成したクラスにアクセス

 メニュータブの TAs and Adminsをクリック
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 の に招待者が追加される

 で作成した で作成したクラスにアクセス

 メニュータブの TAs and Adminsをクリック

 Ask them to join this classroom URLに表示された をコピーし、招

待したユーザに共有する

教教員員やや外外部部講講師師をを にに招招待待すするる手手順順

概要

 管理者以外の教員や外部の企業様に に招待する際の待 を取得す

る

手順
 次に の招待 を発行するため、 で作成した にアクセス
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 左上に表示されている赤枠のワークスペース名をクリック

 メンバーを以下に招待をクリック
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 左上に表示されている赤枠のワークスペース名をクリック

 メンバーを以下に招待をクリック

 招待リンクをコピーするをクリックし、クリップボードに が保存される

ため、招待したいユーザに共有する

 左メニューのチャンネルをクリックし、表示されたメニューから作成→チャ
ンネルを作成するをクリック
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 チャンネルの名前に教師用を入力し、次へをクリック

 可視性がパブリックが選択されていることを確認し作成をクリック
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 チャンネルの名前に教師用を入力し、次へをクリック

 可視性がパブリックが選択されていることを確認し作成をクリック

 メンバーの追加は後ほど行うため、今回は後でするをクリック

 教師用チャンネルが作成されたことを確認

 以下の手順は、招待したいユーザが に参加後に実施
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 左メニューの教師用チャンネルをクリックし、表示された画面上にあるチャ
ンネル名横 赤枠 をクリック

 表示された画面のメニュータブからメンバーをクリック
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 左メニューの教師用チャンネルをクリックし、表示された画面上にあるチャ
ンネル名横 赤枠 をクリック

 表示された画面のメニュータブからメンバーをクリック

 メンバーを追加するをクリック

 招待したユーザのメールアドレスを入力し、追加をクリック

297



事業評価

298



事業評価

299



300



「遠隔教育によるチームプログラミング導入モデル構築」事業の評価

全体事業の概要
事業の概要

クラウド上に無料または安価な既存サービス・アプリケーションを組み合わせた遠隔教
育プラットフォームを構築する。下記にその概念図を示す。

当事業では、当該プラットフォームを使用し、専門学校の学生に演習課題を取り組ませ、
遠隔によるプログラミング授業が対面授業と同等の効果があることを検証するとともに、
企業レベルのプログラミング能力育成、企業と連携してのインターンシップへの活用を企
図した実証を行う。

事業スケジュール
当事業は 年事業として発足した。令和 年、 年度事業は終了し、今期が事業の最終
年度である。事業スケジュールを以下に示す。
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 令和 年度「遠隔教育によるチームプログラミング導入モデル構築」事業の評価
「遠隔教育によるチームプログラミング導入モデル構築」事業全体の評価の前に、まず、

令和 年度の単年度事業評価を行う。令和 年度事業で計画された事業内容は以下。
① 実習ユニット完成版の開発・検証
② 学習管理ユニット完成版の開発・検証
③ 講義ユニットの開発・検証
④ 教員養成ユニットの開発・検証
⑤ 本事業の自律的運用や成果の普及についての検討
⑥ エビデンスに基づきプロジェクト目標の達成度を客観的かつ定量的に評価
⑦ 本事業成果の公開と普及

このうち、①、②、③、④は遠隔教育プラットフォームのそれぞれのユニットの成果物を
完成させることとその検証である。最初に①，②、③、④をまとめて「実習ユニット完成
版の検証」として評価し、⑤、⑥、⑦は個別に別途評価する。

 「実習ユニット完成版の検証」に関する評価
実習ユニットは企業連携学習（インターンシップでの活用）での利用を目的としている。
インターンシップは学生の「就業体験」を意図したものだが、セキュリティ上の問題で企
業現場での「就業体験」が難しくなってきた昨今、セキュリティ上問題ない当プラットフ
ォームを利用し、企業担当者の参画を得て、企業提供の教材での実習を企画した。実習ユ
ニットはモブプログラミング手法を採用する。モブプログラミング手法はチームでの開発
である。企業がインターンシップを通じ評価したいのは学生のプログラミング能力もさる
ことながら、むしろ、チームでの学生の取組姿勢、協調性、リーダーシップ、コミュニケ
ーション能力などである。そうした学生評価を可能にするのが令和 年に追加したチーム
ワーク評価機能である。こうした実習ユニットの意義を理解した上で、評価を進める。
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 令和 年度「遠隔教育によるチームプログラミング導入モデル構築」事業の評価
「遠隔教育によるチームプログラミング導入モデル構築」事業全体の評価の前に、まず、

令和 年度の単年度事業評価を行う。令和 年度事業で計画された事業内容は以下。
① 実習ユニット完成版の開発・検証
② 学習管理ユニット完成版の開発・検証
③ 講義ユニットの開発・検証
④ 教員養成ユニットの開発・検証
⑤ 本事業の自律的運用や成果の普及についての検討
⑥ エビデンスに基づきプロジェクト目標の達成度を客観的かつ定量的に評価
⑦ 本事業成果の公開と普及

このうち、①、②、③、④は遠隔教育プラットフォームのそれぞれのユニットの成果物を
完成させることとその検証である。最初に①，②、③、④をまとめて「実習ユニット完成
版の検証」として評価し、⑤、⑥、⑦は個別に別途評価する。

 「実習ユニット完成版の検証」に関する評価
実習ユニットは企業連携学習（インターンシップでの活用）での利用を目的としている。
インターンシップは学生の「就業体験」を意図したものだが、セキュリティ上の問題で企
業現場での「就業体験」が難しくなってきた昨今、セキュリティ上問題ない当プラットフ
ォームを利用し、企業担当者の参画を得て、企業提供の教材での実習を企画した。実習ユ
ニットはモブプログラミング手法を採用する。モブプログラミング手法はチームでの開発
である。企業がインターンシップを通じ評価したいのは学生のプログラミング能力もさる
ことながら、むしろ、チームでの学生の取組姿勢、協調性、リーダーシップ、コミュニケ
ーション能力などである。そうした学生評価を可能にするのが令和 年に追加したチーム
ワーク評価機能である。こうした実習ユニットの意義を理解した上で、評価を進める。

 実習ユニット完成版の検証結果サマリー
以下に 校における実証ユニットの検証で行った課題の取組結果サマリーを示す。

学校名
形式

完了課題数

平均

実施ターム数

平均

順調度平均

（ 不調・・・ 順調）

メンバー

参加度

平均

校

対面

遠隔

校 遠隔

校 遠隔

校 遠隔

全体平均

完了数はほぼ平均化されているが、ターム数はそれぞれ大きく異なる。時間に制約されな
い遠隔教育の特質と言えるのだろう。モブプログラミングについては各グループとも順調
度、メンバー参画度も高水準で、全校とも遠隔でのチームプログラミング実習ユニットを
使いこなせていると評価できる。ただ、対面での完了数の低さと生産性の悪さは異常であ
る。令和 年度での実習ユニットの検証は一校だったが、令和 年度での実習ユニットの
検証は実際の企業の参画を得て、生産性とか品質はともかく全ての学校で一定の課題を完
成させることができた。このことは専修学校において遠隔教育プラットフォームを使って
のチームプログラミング実習に支障がないことを示している。

 実習ユニット完成版の検証に関する目的と評価
実習ユニット完成版の検証目的は下記である。
⚫ 令和 年度に追加した上記成果物の有効性を確認
⚫ 企業連携実習（インターシップへの活用）を可能にする
⚫ 対面と同程度の効果がある遠隔実習を可能にする

目的一つ一つについて評価する。
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 「令和 年度に追加した上記成果物の有効性を確認」目標に関する評価
⚫ 完成版実習ユニットについて

完成版実習ユニットに追加した機能は以下。
➢ 品質評価機能
➢ チームワーク評価機能
品質評価機能は問題なく使用されたが、自動テストを流して全て通ることだけ
を確認する品質評価なので、企業並みの品質評価には物足りない。チームワーク
評価機能については次項（「企業連携を可能にする」に関する評価）に記述。

⚫ 完成版学習管理ユニットについて
完成版学習管理ユニットに追加した機能は以下。

➢ チャットボット質疑応答項目を追加
➢ チャットボット支援機能の追加
➢ との連携機能
令和 年度事業でチャットボット機能を強化したが、 校での実習ユニットの

実証結果では、チャットボットの利用率は依然として低い。 校のうち 校のチ
ャットボット利用はゼロで他の 校の有効利用は 件、令和 年の演習ユニッ
ト検証では 件だったので多少はよくなっているが未だ利用率は低い。令和 年
の質問全体数のチャットボット利用率は４％、令和 年の質問全体数は明らかに
なっていないが数％と推量できる。チャットボットの利用は教員の演習負担軽減
に重要な役割を担っているので利用率の改善は必須である。

⚫ 講義ユニットについて
講義ユニットとして開発した機能は以下。

➢ チームプログラミング解説動画
➢ モデル解説動画
➢ テスト設計解説動画
➢ 理解度解説動画
開発した動画を 校で視聴した。結果の理解度をテストした結果は 動画とも
良好（それぞれ平均で 点前後）。ただ、フレームワークの解説動画がないのは
違和感を覚える。企業はフレームワークの使用を ％肯定しているし、学校側
は穴埋め方式の課題では学生がフレームワークを理解して回答しているかどうか
疑わしいとコメントしているのでフレームワークを理解できる解説動画は必須で
ある。

⚫ 教員養成ユニットについて
教員養成ユニットとして開発した機能は以下。

➢ プラットフォーム取扱説明書の作成
➢ 教員養成動画の作成
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 「令和 年度に追加した上記成果物の有効性を確認」目標に関する評価
⚫ 完成版実習ユニットについて

完成版実習ユニットに追加した機能は以下。
➢ 品質評価機能
➢ チームワーク評価機能
品質評価機能は問題なく使用されたが、自動テストを流して全て通ることだけ
を確認する品質評価なので、企業並みの品質評価には物足りない。チームワーク
評価機能については次項（「企業連携を可能にする」に関する評価）に記述。

⚫ 完成版学習管理ユニットについて
完成版学習管理ユニットに追加した機能は以下。

➢ チャットボット質疑応答項目を追加
➢ チャットボット支援機能の追加
➢ との連携機能
令和 年度事業でチャットボット機能を強化したが、 校での実習ユニットの
実証結果では、チャットボットの利用率は依然として低い。 校のうち 校のチ
ャットボット利用はゼロで他の 校の有効利用は 件、令和 年の演習ユニッ
ト検証では 件だったので多少はよくなっているが未だ利用率は低い。令和 年
の質問全体数のチャットボット利用率は４％、令和 年の質問全体数は明らかに
なっていないが数％と推量できる。チャットボットの利用は教員の演習負担軽減
に重要な役割を担っているので利用率の改善は必須である。

⚫ 講義ユニットについて
講義ユニットとして開発した機能は以下。

➢ チームプログラミング解説動画
➢ モデル解説動画
➢ テスト設計解説動画
➢ 理解度解説動画
開発した動画を 校で視聴した。結果の理解度をテストした結果は 動画とも
良好（それぞれ平均で 点前後）。ただ、フレームワークの解説動画がないのは
違和感を覚える。企業はフレームワークの使用を ％肯定しているし、学校側
は穴埋め方式の課題では学生がフレームワークを理解して回答しているかどうか
疑わしいとコメントしているのでフレームワークを理解できる解説動画は必須で
ある。

⚫ 教員養成ユニットについて
教員養成ユニットとして開発した機能は以下。

➢ プラットフォーム取扱説明書の作成
➢ 教員養成動画の作成

成果物の作成は完了したが令和 年度の実証事業には間に合わなかった。学校
側の「プラットフォームの導入のし易さ」については低評価であり、学校側、企
業側の「運用のし易さ」についても評価が分れ、半数以上の学校、企業が低評価
としている。開発した動画を事前に見ることが出来れば、評価が上がるものと推
量できるので、実証できずに残念であった。

 「企業連携実習（インターシップへの活用）を可能にする」目標に関する評価
新機能を追加した完成版実習ユニットの評価のキーポイントは企業連携実習（インター
ンシップ）の可能性にある。当初の企画では企業提供のプログラミング課題での実証だっ
たが、企業からの課題提供はなく、令和 年度に開発した演習課題を利用したので、企業
側の求めるプログラミング能力があるかどうかを判定するのは難しかったかも知れない。
また、令和 年開発のチームワーク評価は個々の学生がチーム内でどのように活躍したか
をチームで評価できるようにしたものである。チームの成果とともに個々の学生の取り組
み姿勢が判るようになったのである。これは企業側がこの実習ユニットを実施し、そのチ
ームワーク評価を活用すればインターンシップの一環として有益な学生評価情報となると
いう期待だった。しかし、実習ユニットをインターンシップに活用することに対する企業
側の評価はマチマチで、全体的には低評価だった。企業側はチーム評価機能で個々の学生
を評価するのは限界があり、個々の学生がどのようにチームに参画しているのかを実際に
見なければ、インターンシップでの利用は難しいという意見が上がっていた。学校側はチ
ーム評価機能については高評価だったが、学生にとっては「社会に出る前に仕事の場を体
験してみる」というインターンシップの目的に適うものではなかった。

 「対面と同程度の効果がある遠隔実習が可能」目標に関する評価
今回の富山情報ビジネス専門学校で行われた実習ユニットの検証における対面と遠隔の

対比検証結果には疑問が残る。対面の完成数は半分、しかも、完成までの時間は遠隔より
倍かかっている。他 校の遠隔での検証結果もほぼ富山情報ビジネス専門学校の遠隔

での検証結果と変わらない。対面だけ同じプラットフォーム、同じ課題でパフォーマンス
が極端に悪いのは何らかの特殊事情があったものと考えられる。対面の結果はともかく、
チームプログラミングを遠隔で実施したことは画期的である。ひとつのプログラムソース
をチームでシェアして議論しながら開発できることを 校の実証で証明した。ただ、チー
ムの活動に必須となるリアルタイム性にやや問題ありとの指摘があったので改善を要する。
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 本事業の自律的運用や成果の普及についての検討
令和 年度事業では 社の 企業の参画を得たので、一定の普及効果はあったが、コ

ンソーシアムを構築し、持続的なプラットフォーム運用モデルを確立するまでには至って
いない。将来的には最近脚光を浴びている （分散型自律組織）による運用も考えら
れるかもしれない。

 エビデンスに基づきプロジェクト目標の達成度を客観的かつ定量的に評価
当該項目は 年間の事業全体についての評価であるので、後述する。

 本事業成果の公開と普及
成果物報告会は令和 年 月 日に実施予定。
や による成果物の公開や動画コンテンツによる事業紹介については未定。

 令和 年度事業全体の評価
令和 年度事業で計画していた事業内容についてはそれぞれに多少の課題が残るが、ほ

ぼ完了している。上記個別評価をまとめると以下である。

令和 年度事業内容 評価 コメント
１ 実習ユニット完成版の開発・検証 △ インターンシップ利用に

課題が残る
２ 学習管理ユニット完成版の開発・検証 〇 チャットボットの利用率

に課題が残る
３ 講義ユニットの開発・検証 〇 更なる講義メニューの充

実が必要
４ 教員養成ユニットの開発・検証 △ 検証は行われなかった
５ 本事業の自律的運用や成果の普及について

検討
✕ 実施していない

６ エビデンスに基づきプロジェクト目標の達
成度を客観的かつ定量的に評価

〇 項参照

７ 本事業成果の公開と普及 △ 普及施策の不足
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 本事業の自律的運用や成果の普及についての検討
令和 年度事業では 社の 企業の参画を得たので、一定の普及効果はあったが、コ
ンソーシアムを構築し、持続的なプラットフォーム運用モデルを確立するまでには至って
いない。将来的には最近脚光を浴びている （分散型自律組織）による運用も考えら
れるかもしれない。

 エビデンスに基づきプロジェクト目標の達成度を客観的かつ定量的に評価
当該項目は 年間の事業全体についての評価であるので、後述する。

 本事業成果の公開と普及
成果物報告会は令和 年 月 日に実施予定。
や による成果物の公開や動画コンテンツによる事業紹介については未定。

 令和 年度事業全体の評価
令和 年度事業で計画していた事業内容についてはそれぞれに多少の課題が残るが、ほ
ぼ完了している。上記個別評価をまとめると以下である。

令和 年度事業内容 評価 コメント
１ 実習ユニット完成版の開発・検証 △ インターンシップ利用に

課題が残る
２ 学習管理ユニット完成版の開発・検証 〇 チャットボットの利用率

に課題が残る
３ 講義ユニットの開発・検証 〇 更なる講義メニューの充

実が必要
４ 教員養成ユニットの開発・検証 △ 検証は行われなかった
５ 本事業の自律的運用や成果の普及について

検討
✕ 実施していない

６ エビデンスに基づきプロジェクト目標の達
成度を客観的かつ定量的に評価

〇 項参照

７ 本事業成果の公開と普及 △ 普及施策の不足

 事業全体の評価
当事業は令和 年度から始まり令和 年度に終了する 年間事業である。令和 年は最
後の年度であり、 年間の事業全体評価を行う。評価は事業目標を達成したかどうかで評
価する。本来なら事業の定量的、定性的目標値に対し、評価すべきであるが、本事業の目
標は下記の文章であり、目標値は掲げられていない。

以上の目標は長いので咀嚼分解し、以下の７つの目標に集約する
遠隔教育プラットフォームの構築・利用を前提とし、
１）遠隔授業が対面と同等の教育効果を得ることができる
２）学生のレベルに合う学習、かつ、学生が楽しく学習できる
３）企業レベルの品質を実現するプログラミング能力を育成できる
４）教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運用できる
５）教員の演習指導の負担軽減
６） 企業と学生が交流し、インターンシップ利用、コーオプ教育、就職マッチング
に利用できる

７）全国の 教員間、及び 企業が交流し、プログラミング教育向上を目指すプラ
ットフォームとする

  

（ ）    

（ ）対面                  遠隔          

・学            学           
・               ン  実   
・     参加          
・           学                   
・                 

（ ）            

・全                   ン         
・     学       ンターン     ー     実       ン  
実   
・                              

307



上記目標を横軸に並べ、目標達成するために開発、及び利用した手法・考え方を縦軸に並
べた関連図を下記に示す。

成果物 手法・考え方 １） ２） ３） ４） ５） ６） ７）
プラットフォーム 〇 〇 〇
演習ユニット 〇 〇 〇
実習ユニット 〇 〇 〇

モブプロ 〇 〇
品質管理 〇

学習管理ユニット 〇 〇 〇
講義ユニット 〇
教員養成ユニット 〇
普及施策 〇

オープン 〇
注）プラットフォームに搭載されたベースソフトウエアを指す

以降、上記７つの目標項目について評価する。
 個別目標の評価

 「１）遠隔授業が対面と同等の教育効果を得ることができる」についての評価
遠隔事業と対面授業を対比する実証は事業期間中３度実施された。

⚫ 令和 年度事業： 富山情報ビジネス専門学校で令和 年に開発した演習ユニ
ットで実施

⚫ 令和 年度事業： 富山情報ビジネス専門学校で令和 年に開発した実習ユニ
ットで実施（使用した演習課題は令和 年開発の演習ユニット完成版課題を使
用）

⚫ 令和 年度事業： 富山情報ビジネス専門学校で令和 年に開発した実習ユニ
ット完成版で実施（使用した演習課題は令和 年開発の演習ユニット課題を使
用）

令和 年度事業での比較では同条件で実施した課題 個についての完了数はほぼ同等だが、
完了までの時間は対面の方が圧倒的に速い。これは生産性が悪いというより、時間の制約
に囚われない遠隔の利点とも言えるが実体は分からない。
令和 年度事業では課題の途中まで（レベル０から２）、個人で回答し、レベル３から

はチームで課題に対応している。データはチームで行ったレベル 以降で取得し比較して
いる。対面では５チーム全てがレベル３－２の途中で終わっている。遠隔では チーム中
チームがレベル３－２をクリアし、レベル３－３の途中で終わっている。作業時間は対
面では平均 時間、遠隔ではバラツキがあるものの平均 時間と対面のほぼ倍である。
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プラットフォーム 〇 〇 〇
演習ユニット 〇 〇 〇
実習ユニット 〇 〇 〇

モブプロ 〇 〇
品質管理 〇

学習管理ユニット 〇 〇 〇
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注）プラットフォームに搭載されたベースソフトウエアを指す

以降、上記７つの目標項目について評価する。
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 「１）遠隔授業が対面と同等の教育効果を得ることができる」についての評価
遠隔事業と対面授業を対比する実証は事業期間中３度実施された。
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ットで実施（使用した演習課題は令和 年開発の演習ユニット完成版課題を使
用）

⚫ 令和 年度事業： 富山情報ビジネス専門学校で令和 年に開発した実習ユニ
ット完成版で実施（使用した演習課題は令和 年開発の演習ユニット課題を使
用）

令和 年度事業での比較では同条件で実施した課題 個についての完了数はほぼ同等だが、
完了までの時間は対面の方が圧倒的に速い。これは生産性が悪いというより、時間の制約
に囚われない遠隔の利点とも言えるが実体は分からない。
令和 年度事業では課題の途中まで（レベル０から２）、個人で回答し、レベル３から
はチームで課題に対応している。データはチームで行ったレベル 以降で取得し比較して
いる。対面では５チーム全てがレベル３－２の途中で終わっている。遠隔では チーム中
チームがレベル３－２をクリアし、レベル３－３の途中で終わっている。作業時間は対
面では平均 時間、遠隔ではバラツキがあるものの平均 時間と対面のほぼ倍である。

両者を比較するに足る品質、完了時間のデータが不十分だが、対面より遠隔が劣っている
とは言えない。
令和 年度事業の富山情報ビジネス専門学校での結果では、対面でのパフォーマンスは
極めて悪い。令和 年度単年度評価で述べた通り、何らかの特殊事情があったと考えられ
る。
分析不足と正確に比較するに足るデータ不足で結論を出すのは困難。但し、令和 年度
事業で 校が参加した遠隔での完成版演習ユニットの実習では、問題なく実習をこなすこ
とができている。完成数はレベル３－１まで完了した学生が最も多く、ほぼ全てに回答で
きた学生も 人以上あったことを鑑みれば、遠隔での演習が対面での演習と同等の教育
効果があると評価できる。

 「２）学生のレベルに合う学習、かつ、学生が楽しく学習できる」についての評価
演習ユニットは令和 年と令和 年にそれぞれ開発された。令和 年はフレームワーク

を使った穴埋め式で比較的容易な演習である。令和 年開発の完成版演習はフレームワー
クに加え モデルを理解させることを目的とし、レベル２までは穴埋め方式で、レベ
ル３からは登録した実績の紹介とメンテナンスという実際の開発現場でもよくある課題と
なっている。一歩一歩スパイラル式に課題を解いて理解を深めるよう、よく練られた実践
的な演習である。学生のレベルに合わせて、二つの演習を選択すればいいし、令和 年度
開発の演習ではレベルの低い学生には時間をかけて完了するよう指導すれば効果があると
思われる。挫折せず一歩一歩進捗を実感できれば楽しく学習できることにも通じるだろう。
また、チームプログラミングは全員が自由に意見を出し合って、全員が共通の理解の下

にチーム全体でプログラミングを進める手法である。各個人には役割が与えられ、その役
割は一定の間隔で交替し、全員が全ての役割を担う。決して落ちこぼれを生まない方法で、
学生のコメントにも皆で作業することが楽しいという意見があった。チームプログラミン
グは学生にとって楽しく学習できる効果的な手法である。

 「３）企業レベルの品質を実現するプログラミング能力を育成できる」に関する評
価

演習ユニットは企業におけるシステム開発で使用されるフレームワークを使用している。
また、ソフトウエア設計のデザインパターンとして広く利用されている モデルに則
った実践的なプログラミング演習になっているので企業レベルのプログラミング演習と言
える。更に実習ユニットには企業自身がプログラミング課題を組み込むことが出来るので
ほぼ企業レベルのプログラミング実習ができる（但し、当事業では企業提供のプログラミ
ング課題を使用しなかった）。
品質に関しては、実習ユニットに組み込まれた品質評価機能は提供された自動テストの
結果が全て通るかの判定だけなので企業レベルの品質を実現するには足りない。プログラ
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ム品質を担保するために企業は様々な品質管理手法を使っている。例えば、テストケース
を洗い出すことが必要になる、テストにはブラックボックステストやホワイトボックステ
ストがあり、ホワイトボックステストのケースを洗い出すためには、条件網羅分析や境界
値分析など様々な手法がある。或いは、テスト結果を評価するのにテスト密度、バグ密度
での評価手法など企業レベルの品質確保は単純ではない。通常プログラミング工程はコー
ディングよりテスト設計とテスト実施・評価に相当の時間をかけている。プラットフォー
ムではコーディングしか念頭に置いていない。講義ユニットでテスト設計を解説している
が、実際の演習にもテスト設計の一端を行えるようにプラットフォームに組み込むべきで
ある。そうでないと企業レベルの品質を実現できるプログラミング能力を獲得できるとは
言えない。

「４）教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運用できる」に関する評価
令和 年では１校の専門学校、令和 年では 校の専門学校、令和 年でも 校の専門

学校に導入し、対面、遠隔、チームでの実証講座を開講し運用してきた。令和 年度は
社の 企業の参画を得てインターンシップ教材として共に運用に参加している。年度を
重ね、改善を重ねてきたので「教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運用できる」こと
は「簡単に」を除けば立証されている。令和 年度におけるアンケートでは教員の導入の
し易さについて低評価であり、教員、企業側の運用のし易さについては評価が分れそのう
ち半分は低評価だった。多くの教員、企業がプラットフォームを構成するソフトウエアの
基本的な知識不足や導入・運用の手順書の不備を指摘していた。実証には間に合わなかっ
たが令和 年度事業の教員養成ユニットで開発した「プラットフォーム取扱説明書」と
「教員養成動画」で低評価を克服できるものと期待できる。

「５）教員の演習指導の負担軽減」に関する評価
遠隔でのプログラミング演習に必要な機能を備えたプラットフォームを開発している。
ソフトウエア構成は以下。
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は「簡単に」を除けば立証されている。令和 年度におけるアンケートでは教員の導入の
し易さについて低評価であり、教員、企業側の運用のし易さについては評価が分れそのう
ち半分は低評価だった。多くの教員、企業がプラットフォームを構成するソフトウエアの
基本的な知識不足や導入・運用の手順書の不備を指摘していた。実証には間に合わなかっ
たが令和 年度事業の教員養成ユニットで開発した「プラットフォーム取扱説明書」と
「教員養成動画」で低評価を克服できるものと期待できる。

「５）教員の演習指導の負担軽減」に関する評価
遠隔でのプログラミング演習に必要な機能を備えたプラットフォームを開発している。
ソフトウエア構成は以下。

これらのソフトウエアの組み合わせで、
⚫ 授業準備（授業用クラスの生成、学生の開発環境の生成など）
⚫ 教師による課題の提示、学生による課題の実施、品質確認
⚫ 課題の進捗と採点の登録
⚫ 教師―学生、学生 学生間のコミュニケーション

などを実施でき、教師の負担は軽減される。
特に、負担の大きい学生からの質問に関しては、令和 年度事業では と連携す
るなどチャットボットの充実を図った。しかし、令和 年の実証ではまだまだ使用率は高
くなく、更なる改善が求められるところである。

 「６） 企業と学生が交流し、インターンシップ利用、コーオプ教育、就職マッ
チングに利用できる」に関する評価

令和 年の実習ユニット実証は企業学習（インターンシップ）での利用を目的に 社の
企業の参画を得て実施された。本事業で意図したチーム開発によるチームワーク評価で

は企業のインターンシップとして使用するには課題が残る（令和 年度事業評価を参照さ
れたい）。今後、更なる検討を要する。就職マッチングについては令和 年度に就職マッ
チング用ポートフォリオを実習ユニットに実装し、一定の成果は期待できる。

 「７）全国の 教員間、並びに 企業が交流し、プログラミング教育向上を目
指すプラットフォームとする」に関する評価

全国の 教員や、専門学校との連携教育を模索する 企業が当該プラットフォームを
通じて交流できれば当該プラットフォームの価値は増大する。それには当該プラットフォ
ームの認知度を上げることが大切で、成果報告会だけでは足りない。当事業で計画されて
いた による動画配信なども積極的に活用すべきである。
当該プラットフォームはオープンである。どの専門学校でも使える。新たな教材を開発
し、当プラットフォームに組み込む専門学校も出てくるだろうし、企業との連携教育での
企業提供の教材も共有できる可能性もある。更に、当該プラットフォームを利用すれば
様々な追加要望が出てくる、それらの新機能を誰でも簡単に追加開発できるオープンな開
発プラットフォームとすることができればプラットフォームの価値は上がる。オープンな
プラットフォームは成長し、その価値を上げることができるのである。オープンな当該プ
ラットフォームをより成長させ、どのような組織でどのように運営し、より価値あるもの
にしていくかの計画作りが求められる。
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 全体事業評価のまとめ
事業目標の達成度の評価をまとめる。

目標 評価 コメント
１） 遠隔授業が対面と同等の教育効果を得るこ

とができる
〇

２） 学生のレベルに合う学習、かつ、学生が楽
しく学習できる

〇

３） 企業レベルの品質を実現するプログラミン
グ能力を育成できる

△ 品質評価機能だけでは不足

４） 教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運
用できる

〇 教員養成ユニットの実証未
完

５） 教員の演習指導の負担軽減 〇 チャットボットの利用促進
策が必要

６） 企業と学生が交流し、インターンシップ
利用、コーオプ教育、就職マッチングに利
用できる

△ インターンシップの利用に
は更なる改善が必要

７） 全国の 教員間、及び 企業が交流し、
プログラミング教育向上を目指すプラット
フォームとする

△ の運用方法が未定
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 全体事業評価のまとめ
事業目標の達成度の評価をまとめる。

目標 評価 コメント
１） 遠隔授業が対面と同等の教育効果を得るこ

とができる
〇

２） 学生のレベルに合う学習、かつ、学生が楽
しく学習できる

〇

３） 企業レベルの品質を実現するプログラミン
グ能力を育成できる

△ 品質評価機能だけでは不足

４） 教員が簡単に導入でき、学習管理でき、運
用できる

〇 教員養成ユニットの実証未
完

５） 教員の演習指導の負担軽減 〇 チャットボットの利用促進
策が必要

６） 企業と学生が交流し、インターンシップ
利用、コーオプ教育、就職マッチングに利
用できる

△ インターンシップの利用に
は更なる改善が必要

７） 全国の 教員間、及び 企業が交流し、
プログラミング教育向上を目指すプラット
フォームとする

△ の運用方法が未定

各目標を評価したが、当プロジェクトで開発した遠隔教育プラットフォームの充足度を
評価する。

成果物 手法・考え方 評価 コメント
ベースプラットフォーム 〇
演習ユニット 〇
実習ユニット 〇

モブプロ △ 企業連携では不足
品質管理 △ 企業レベル未達

学習管理ユニット 〇
講義ユニット 〇
教員養成ユニット △ 実証できなかった

普及施策
△ 成果発表のみ

オープン 〇 今後の運用が課題

遠隔教育プラットフォームは事業目標満たすための機能をほぼ備えていると言える。但し、
企業連携機能、品質管理機能に関しては今後、更なる改善を要する。更に付け加えれば、
オープンな当該プラットフォームを今後どのように運用し、成長させていくのかという長
期的な計画が必要であろう。
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 終わりに
当事業はその目標を概ね達成できたと評価できる。当事業の表題は「遠隔教育によるチ

ームプログラミング導入モデルの構築」である。従来からプログラミング教育はいくらで
もあったが、当事業のキーワードは「遠隔」と「チーム」にある。

「遠隔」については令和 年から実践してきた多くの遠隔実証を通して、対面と変わら
ない遠隔授業の実現に当プラットフォームは十分対応できた。特にチームプログラミング
が遠隔でも可能という検証結果は画期的だった。

一方の「チーム」については企業と連携するインターンシップで利用しようとした。し
かし、開発したチームワーク評価では企業が採用するための学生評価には不足というのが
企業側の意見だった。学校側が行う学生評価には有効ではあるが。当事業で採用した「チ
ーム」とはモブプログラミングと呼ばれるアジャイル開発で使われる手法である。アプリ
ケーション開発ではアジャイル参加者全員が同じ知識を同期化し、共有する必要がある。
複雑なアプリケーションになればなるほどチーム全員の一致した共通認識が重要になる。
モブプログラミングはこうした複雑なアプリケーション開発をチームで効率的に行うため
に考え出された手法である。従って、当プロジェクトのような単純明快な演習問題にモブ
プログラミングを適用する意味は本来ない。只、知識の共有化や均一化が図られるし、チ
ーム内の役割をローテーションすることで、学生の落ちこぼれを防ぐという教育面での効
果が期待できる。またモブプログラミングはひとつの目標に向かって協力し合うことでメ
ンバーのモチベーションが上がるという利点もある、現に学生コメントには「楽しかった」
という感想もあった。当事業で「チーム」として、モブプログラミングの実証を行ったこ
とは興味深い。インターンシップの利用では高い評価を得られなかったが、教育面では効
果があった。モブプログラミングを教育に利用するという発想は斬新で有効だったのであ
る。

最後に、プログラミングの位置づけが変わりつつある。局面化技法に代わってアジャイ
ルが台頭してきた。アジャイルではプログラミングという工程はなくなり、プログラマー
という職種もない。また、最近のクラウドネイティブというアーキテクチャーでは従来の
モノリシックと言われる複雑で大きなプログラムはマイクロサービスという小さなプログ
ラムに分割される。プログラムは小さく単純になる。その小さなマイクロサービスをいく
つも組み合わせてアプリケーションを作るようになる。アプリケーションの作り方が大き
く変わるのである。当然プログラムの開発環境も変わる。更に、現代はノンコードとか

（ ）が伸長している。今後、アプリケーションは、蓄積
された、或いは市販されているマイクロサービスを組み合わせ、ノンコードとか を
利用して構築されるかも知れない。アジャイルやクラウドネイティブでのアプリケーショ
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（ ）が伸長している。今後、アプリケーションは、蓄積
された、或いは市販されているマイクロサービスを組み合わせ、ノンコードとか を
利用して構築されるかも知れない。アジャイルやクラウドネイティブでのアプリケーショ

ン開発、ノンコードや の台頭はプログラミングの位置づけを変える。新たな環境に
即したアプリケーション開発に対するプログラミング教育システムも変わらなければなら
ない。しかし、どんな環境になろうともプログラミングが消えるわけではない。当プロジ
ェクトのプラットフォームも新しい考え方を取り入れて、成長していかなければならない。

以上
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